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台 北 台北で心身をリフレッシュ
特集記事  
心身のリラックス：台北の秋を満喫
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忙しい日々を送る現代人にとって、適度なリラクゼー
ションはストレスフリーな生活に欠かせません。今季の
《TAIPEI》では「癒やしと休息」をテーマに心身をリラッ
クスさせる方法などを紹介していきます。気分をリフレッ
シュさせ秋の台北を快適に過ごしましょう。

まず、今季のカバーストーリーでは自宅にいながらでき
る運動やマッサージ、瞑想、ソーシャルディスタンスを守
りながらリラックスできるスポットを紹介しています。

続いて市内の癒やしスポット探索ということで、台北の
現代建築の足跡や復元された日本時代の建築物、台北の中
にある大自然などをピックアップ。

台北はその多様な文化が特徴ですが、LGBTQIA+ の活動
を支える書店、台北でブームになっているダンススタジオ
を取材。他にもペット保護施設を兼ねたカフェなど特色の
ある愛護団体の活動にも注目しています。

そして台北には欠かせないグルメ情報ですが、今季はサ
スティナブルを取り入れた飲食革命、西洋料理の普及によ
り一時は衰退し、今まさに新たな進化を遂げている台湾の
米食、さらに独自性を追求しているバー業界に関しての活
動や現状をまとめました。

人物に関しては、台北で自然や人との交流を通じて作品
を生み出し続ける芸術家へインタビュー。その人生の歩み
と作品制作の根源にあるものを探りました。

台北は大都会でありながら、喧騒を避けてゆったりと過
ごすこともできる場所です。ぜひ今回紹介する内容を参考
に素敵な秋を過ごしてください。

台北と心地 
よい秋

編 集 者 の 言 葉

EDITOR’S 
INTRODUCTION

1. 新型コロナウイルスが流行中です。外出時に必ずマスクを着用し、政府の発表
する防疫規定を遵守してください。
2. 本号に掲載されている写真は資料用のものが多く含まれていますので、マスク 
を着用していない写真も使用されています。 

TAIPEI からのお知らせ

アンケートに答えて 
抽選キャンペーンに参加しよう！
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文：Rick Charette　編集：下山敬之 　写真：xFrame、
Taiwan Scene、Yenyi Lin、Remi Thorel、Toa Heftiba、
jessiej、Freepik、Yenping Yang、梁舒怡

台北の秋を満喫
心身のリラックス

世界的に見ても台北のような忙しい都会の暮らし
には、定期的なリフレッシュが不可欠です。しかし、
今の時代、都会でリラックスするということは決し
て容易ではありません。こうした環境下において、
心身をリフレッシュさせる方法の確保は非常に大切
です。

現代の大都会は騒音などによって体力を回復させ
るどころか、逆に消耗してしまいます。しかし、台
北は屋内、屋外どちらでもリフレッシュする方法が
ありますし、夏から秋に移り変わる時期は特に心地
よい涼しさも訪れます。今季の《TAIPEI》では、皆
さんの心身のリフレッシュをサポートするために、
台北にある様々なリラクゼーション施設や自宅でも
出来るリラックス術に関する情報をまとめました。

まず、体のリフレッシュ方法の入門として、自然
が堪能できるサイクリングやハイキング、体を休め
られる温泉や自宅でのミネラルバス、プロのマッサ
ージやセルフマッサージに挑戦をしてみましょう。
心を休める方法では、伝統的な中国占術などの心理
カウンセリングや芸術鑑賞、さらに瞑想を紹介して
います。

今回紹介している情報を全て試す必要はありませ
ん。ご自身に合うと思うものをアレンジし、健康的
で至福なひと時をお楽しみください。

01. 忙しい日常生活の中で自分の時間を見つけ、心身を休めて再スタートを
切りましょう。( 写真 /xFrame )

01

新型コロナウイルスが流行中です。外出時に必ずマスクを着用し、 
政府の発表する防疫規定を遵守してください。

TAIPEI からのお知らせ



COVER STORY

7 6TAIPEI AUTUMN  2021

体をリラックスする方法
ワークアウト

台
北
は
平
坦
な
盆
地
に
あ

り
、
い
く
つ
も
の
川
が
交
差

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

川
沿
い
に
あ
る
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ロ
ー
ド
を
数
時
間
サ
イ
ク

リ
ン
グ
す
る
だ
け
で
、
十
分

ス
ト
レ
ス
の
発
散
が
可
能
で

す
。
山
々
に
囲
ま
れ
た
こ
の

盆
地
で
は
、
台
北
の
至
る
と

こ
ろ
で
雄
大
な
山
景
を
楽
し

め
ま
す
。
ま
た
、
主
要
な
公

共
交
通
機
関
の
ほ
と
ん
ど
が

登
山
口
に
つ
な
が
っ
て
い
る

の
で
、
ア
ク
セ
ス
も
非
常
に

便
利
で
す
。

川
沿
い
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ロ
ー
ド
は
、
コ
ー
ス
が
市
内

の
主
要
な
水
路
に
沿
っ
て
い

る
の
で
、
気
軽
に
台
北
を
走

破
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
転
車
を
持
っ
て
い
な
い
方

も
心
配
は
無
用
。
サ
イ
ク
リ

ン
グ
ロ
ー
ド
に
沿
っ
て
レ
ン

タ
ル
自
転
車
の
無
人
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
レ
ン
タ
ル
料
金
は
非
常

に
安
く
、
好
き
な
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
で
自
転
車
を
レ
ン
タ
ル

し
て
、
他
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
乗
り
捨
て
る
こ
と
も
可
能
。

ま
た
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー

ド
か
ら
は
、
中
正
紀
念
堂
の

中
庭
や
台
北
1
0
1
の
よ
う

な
高
層
ビ
ル
な
ど
、
街
の
中

心
部
か
ら
で
は
な
か
な
か
眺

め
ら
れ
な
い
景
色
を
拝
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
な
の
で
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
運
動
を
し

な
が
ら
、
心
安
ら
ぐ
ひ
と
時

が
得
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

他
に
も
ハ
イ
キ
ン
グ
を
す

る
こ
と
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る

方
法
も
あ
り
ま
す
。
人
気
の

02. 休日は陽明山へ足を運び、新鮮な空気を吸いましょう。

03. 台北のリバーサイドでは、サイクリングをしてリフレッシュする人たちの姿がよく見られます。( 写真 /Yenyi Lin )

02

登
山
道
は
、
台
北
1
0
1
付

近
と
四
獣
山
を
結
ぶ
ル
ー
ト
、

猫
空
に
あ
る
ゴ
ン
ド
ラ
を
経

由
し
て
到
達
す
る
台
北
市
鉄

観
音
包
種
茶
研
発
推
広
中
心
、

包
種
茶
の
生
産
地
域
を
通
る

ル
ー
ト
、
都
心
か
ら
バ
ス
で

約
1
時
間
か
け
て
行
く
陽
明

山
国
立
公
園
の
ル
ー
ト
が
あ

り
ま
す
。
鳥
、
昆
虫
、
小
動

物
な
ど
生
命
が
溢
れ
る
大
自

然
に
身
を
置
く
と
、
日
々
の

嫌
な
こ
と
を
忘
れ
ら
れ
ま
す

し
、
心
も
落
ち
着
つ
き
ま
す
。

03
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温泉でリラックス

台
北
を
見
下
ろ
す
雄
大
な

陽
明
山
は
、
古
代
の
火
山
活

動
に
よ
っ
て
誕
生
し
ま
し
た
。

約
30
万
年
前
を
最
後
に
主
だ

っ
た
火
山
活
動
は
起
き
て
い

ま
せ
ん
が
、
現
在
で
も
噴
気

孔
や
硫
黄
谷
、
そ
し
て
温
泉

が
残
っ
て
い
ま
す
。

観
光
客
や
地
元
住
民
に
人

気
の
北
投
温
泉
エ
リ
ア
は
、

台
北
北
西
部
の
山
麓
に
あ
る

狭
い
谷
を
埋
め
尽
く
し
、
そ

こ
か
ら
温
泉
が
溢
れ
出
て
い

ま
す
。
日
本
時
代
、
日
本
人

は
こ
こ
を
洗
練
さ
れ
た
温
泉

地
と
し
て
整
備
し
ま
し
た
。

1
9
1
3
年
に
台
湾
初
の
公

衆
浴
場
と
し
て
建
設
さ
れ
た

北
投
温
泉
博
物
館
へ
足
を
運

ぶ
と
、
こ
の
地
域
の
歴
史
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

北
投
に
は
緑
や
白
色
の
硫

黄
泉
が
あ
り
、
こ
こ
は
世
界

で
唯
一
の
台
湾
の
地
名
に
ち

な
ん
で
名
付
け
ら
れ
た
北
投

石
と
い
う
鉱
物
が
豊
富
で
す
。

こ
れ
は
非
常
に
貴
重
な
も
の

で
、
温
泉
愛
好
家
に
高
く
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。
北
投
の

04. 温泉は体をキレイにするだけでなく、疲労を回復させ活力を与えてくれます。( 写真 /Remi Thorel )

05. 100 年以上の歴史を持つ北投溫泉博物館は、日本時代に作られた公衆浴場を改修して作られました。

0405

温
泉
の
効
能
は
、
筋
肉
痛
、

関
節
炎
、
神
経
痛
の
緩
和
、

新
陳
代
謝
促
進
で
す
。

こ
の
地
域
に
は
、
公
営
と

民
営
両
方
の
温
泉
施
設
が
あ

り
ま
す
が
、
自
宅
で
も
こ
の

ミ
ネ
ラ
ル
温
泉
が
楽
し
め
ま

す
。
大
芳
白
粉
廠
が
製
造
し

て
い
る
温
泉
パ
ウ
ダ
ー
が
販

売
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
ち

ら
を
購
入
し
ま
し
ょ
う
。
こ

の
商
品
は
地
元
の
白
硫
黄
温

泉
の
天
然
の
ミ
ネ
ラ
ル
を

1
0
0
％
使
用
し
て
い
ま
す
。

他
に
も
2
0
1
6
年
に
オ

ー
プ
ン
し
た
温
泉
施
設
「
湯

花
作
」
で
は
、
温
泉
中
の
ミ

ネ
ラ
ル
の
結
晶
に
ち
な
ん
で

名
付
け
ら
れ
た
「
湯
花
」
と

い
う
商
品
を
販
売
。
こ
の
商

品
は
北
投
温
泉
街
の
周
辺
、

そ
し
て
有
名
観
光
地
で
あ
る

北
投
地
熱
谷
や
新
北
投
駅
の

野
外
バ
ザ
ー
な
ど
市
内
の
多

く
の
場
所
で
購
入
出
来
ま
す
。

他
に
も
天
然
硫
黄
結
晶
、
手

作
り
の
ミ
ネ
ラ
ル
石
鹸
と
パ

ウ
ダ
ー
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
日

用
品
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
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マッサージ

伝
統
的
な
マ
ッ
サ
ー
ジ
に

は
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
が
、
最
も
基
本
的
な
も

の
は
血
液
循
環
の
促
進
で
す
。

｢

眠
ら
な
い
街
」
と
呼
ば
れ
る

台
北
で
は
、
多
く
の
マ
ッ
サ

ー
ジ
店
が
24
時
間
営
業
し
て

い
ま
す
。
そ
の
大
半
が
専
門

店
と
し
て
認
可
さ
れ
、
頭
か

ら
爪
先
、
手
や
足
ま
で
全
身

の
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の

お
店
に
は
地
元
の
住
民
や
旅

行
者
を
問
わ
ず
、
健
康
の
た

め
に
多
く
の
お
客
さ
ん
が
訪

れ
ま
す
。
ま
た
、
自
宅
で
で

き
る
簡
単
な
マ
ッ
サ
ー
ジ
を

学
ぶ
こ
と
も
、
セ
ル
フ
ケ
ア

に
は
オ
ス
ス
メ
で
す
。
忙
し

い
一
日
の
終
わ
り
に
自
ら
マ

ッ
サ
ー
ジ
を
し
て
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

人
気
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
方
法

に
は
刮
痧
と
指
圧
の
2
種
類

が
あ
り
ま
す
。
刮
痧
（
グ
ア

シ
ャ
）
は
、
先
端
が
滑
ら
か

な
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
具
を
使
っ

て
皮
膚
を
こ
す
る
方
法
で
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
に
よ
っ
て
軟
部

組
織
の
循
環
を
刺
激
し
、
血

流
を
促
進
す
る
と
い
う
中
国

の
伝
統
的
な
民
間
療
法
で
す
。

指
圧
は
日
本
発
祥
の
「
指
で

押
す
」
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
、
こ

ね
る
、
押
す
、
た
た
く
、
伸

ば
す
な
ど
の
動
作
が
含
ま
れ
、

筋
肉
痛
を
瞬
時
に
和
ら
げ
る

効
果
が
あ
り
ま
す
。

少
し
練
習
を
す
れ
ば
、
適

切
な
ツ
ボ
を
見
つ
け
て
体
の

さ
ま
ざ
ま
な
部
分
の
痛
み
や

ス
ト
レ
ス
を
和
ら
げ
る
こ
と

も
可
能
で
す
。
例
え
ば
、
首

か
ら
両
肩
に
沿
っ
て
の
筋
肉

を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
場
合
、

親
指
を
使
っ
て
、
肩
甲
骨
の

真
上
に
あ
る
肩
の
ツ
ボ
（
肩

井
穴
）
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
ま

す
。
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
頭
痛

や
鼻
づ
ま
り
に
お
悩
み
の
場

合
は
、
鼻
翼
の
す
ぐ
横
に
あ

る
迎
香
穴
と
い
う
ツ
ボ
を
、

毎
日
中
指
ま
た
は
人
差
し
指

で
優
し
く
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
身
体
的
な

不
快
感
が
緩
和
さ
れ
ま
す
。

06

07

08

09

06-07. 身体を癒やす指圧と刮痧は、台北で人気のマッサージ方式
です。( 写真上 :Toa Heftiba、写真下 : jessiej )

08-09. 都会の人が抱える肩や首、頭の痛みは、迎香穴と肩井穴と
いうツボをセルフマッサージすることで軽減できます。
( 写真上 :xFrame、写真下 :Freepik ) 肩井穴

迎香穴
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心をリラックス
中国占術 「心理カウンセリング」

「
伝
統
的
な
中
国
占
術
」

に
は
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の

手
法
が
あ
り
ま
す
。
台
北
の

占
い
師
は
一
般
的
に
地
元
の

寺
院
や
そ
の
周
辺
、
数
は
少

な
い
で
す
が
夜
市
で
も
見
か

け
ま
す
。
占
い
は
、
地
域
社

会
お
よ
び
企
業
文
化
に
お
い

て
尊
重
さ
れ
て
い
る
重
要
な

要
素
で
あ
り
、
生
き
る
道
を

見
失
っ
た
人
々
に
と
っ
て
心

の
救
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
内
で
最
も
人
気
の
あ
る

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト

は
、
多
く
の
人
が
行
き
交
う

行
天
宮
の
外
に
あ
る
松
江
路

命
理
街
で
す
。
こ
れ
は
松
江

路
と
民
権
東
路
の
地
下
道
に

あ
る
占
い
横
町
で
、
案
内
板

に
は
英
語
や
日
本
語
の
表
記

が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
米
占
い
な
ど

の
よ
り
秘
教
的
な
占
い
の
ほ

か
に
も
八
字
、
顔
相
占
い
、

手
相
占
い
、
求
籤
（
お
み
く

じ
）
な
ど
ほ
ぼ
全
て
の
占
い

を
体
験
で
き
ま
す
。
八
字
と

は
誕
生
日
や
時
間
な
ど
の
情

報
の
こ
と
で
、
四
柱
推
命
な

ど
で
使
用
し
ま
す
。
米
占
い

は
、
米
が
入
っ
た
容
器
か
ら

米
を
取
り
出
し
て
占
う
方
法

で
す
。

求
籤
は
、
筒
に
入
っ
て
い

る
束
を
引
き
、
そ
こ
に
書
か

れ
た
番
号
の
お
み
く
じ
を
引

き
ま
す
。
そ
こ
に
書
か
れ
た

文
字
の
意
味
や
解
釈
を
占
い

師
が
説
明
し
ま
す
。

駐
在
員
や
海
外
の
方
が
気

軽
に
台
湾
の
占
い
を
体
験
で

き
る
方
法
と
し
て
、
台
湾
府

城
隍
廟
が
提
供
し
て
い
る
オ

ン
ラ
イ
ン
の
求
籤
サ
ー
ビ
ス

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
はW

eb
上
で
誕
生
日
な
ど
必
要
な
情

報
を
入
力
し
、
占
い
た
い
こ

と
を
詳
し
く
記
し
ま
す
。
こ

の
時
、
城
隍
神
に
お
祈
り
を

捧
げ
る
こ
と
も
お
忘
れ
な
く
。

そ
し
て
、
「
開
始
求
籤
」
と

い
う
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す

10

11

10. 手相占いでは生活の中で生じる問題や予測できない事柄について相談す
ることができます。( 写真 /jessiej )

11. 台北の人たちにとって宗教信仰は、精神の安定と人生における活力を
与えてくれます。

る
と
、
結
果
が
表
示
さ
れ
る

と
い
う
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ

な
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
と

な
り
ま
す
。
直
接
寺
院
を
訪

れ
る
の
と
何
も
変
わ
ら
な
い

の
で
、
ぜ
ひ
試
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

オンライン求籤サービス（中国語）

台湾府城隍廟　
サイト  citygod.tw/take_a_draw.php
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芸術鑑賞

「
音
楽
は
野
蛮
な
獣
を
な

だ
め
る
」
と
い
う
表
現
を
耳

に
し
た
こ
と
が
あ
る
人
も
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

芸
術
鑑
賞
は
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
た
と
き
に
、
あ
な
た
の
心

と
魂
を
落
ち
着
か
せ
て
く
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
台
北
に

は
、
実
際
の
美
術
館
や
ギ
ャ

ラ
リ
ー
だ
け
で
な
く
、
自
宅

に
居
な
が
ら
展
覧
会
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
オ
ン
ラ
イ

ン
バ
ー
チ
ャ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

を
利
用
す
れ
ば
、
素
晴
ら
し

い
芸
術
作
品
の
世
界
を
自
宅

で
堪
能
で
き
ま
す
。

貴
重
な
美
術
品
が
観
賞
で

き
る
国
立
故
宮
博
物
院
は
、

世
界
最
大
級
の
展
示
品
数
を

誇
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で

は
な
く
急
成
長
を
遂
げ
た
オ

ン
ラ
イ
ン
博
物
館
や
ギ
ャ
ラ

リ
ー
を
牽
引
す
る
存
在
で
も

あ
り
ま
す
。
例
え
ばGoogle

ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
の
よ
う

に
バ
ー
チ
ャ
ル
映
像
を
使
っ

て
館
内
を
歩
く
こ
と
、
気
に

な
っ
た
作
品
を
間
近
で
鑑
賞

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

台
湾
の
近
代
・
現
代
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
を
育
成
す
る
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
耿

画
廊
」
で
は
、
展
覧
会
の
様

子
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
公
開
。

ま
た
、
台
北
市
立
美
術
館
で

は
、
一
部
の
展
覧
会
を
動
画

配
信
し
て
い
ま
す
。
こ
の
美

術
館
で
は
、
絵
画
を
中
心
と

し
た
世
界
の
近
代
作
品
を
収

集
し
て
お
り
、
特
に
19
世
紀

以
降
の
貴
重
な
台
湾
作
品
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
台
北
当
代
芸
術

館
は
、
台
湾
初
の
現
代
美
術

専
門
の
美
術
館
で
す
。
こ
こ

で
は
才
能
あ
る
台
湾
の
芸
術

家
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

ア
ー
ト
、
デ
ザ
イ
ン
、
建
築

を
テ
ー
マ
に
し
た
展
示
が
中

心
で
あ
り
、
常
設
展
示
は
行

わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
最
近
で

は
、
VR
オ
ン
ラ
イ
ン
展
示
を

開
始
し
て
お
り
、
遠
方
の
方

や
展
示
期
間
を
逃
し
た
方
で

も
、
自
由
に
見
学
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

国立故宮博物院

720 VR: tech2.npm.edu.tw/720vr/enHome.html
3D Gallery: theme.npm.edu.tw/3d/Index.aspx?l=2

耿画廊
tinakenggallery.com/en/

台北市立美術館
tfam.museum/index.aspx?ddlLang=en-us

台北当代芸術館
www.mocataipei.org.tw/en

詳細情報

12

13

12. 様々な展示や収蔵品がある台北市立美術館は、視覚だけでなく精神もリラックス
させてくれます。

13. 数多くの国宝級の展示品がある故宮博物院は、台北での芸術鑑賞に最適なスポッ
トです。

サイト

サイト

サイト
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14. 農禅寺は敷地内は静寂に包まれていて、自然と人々の心を落ち着かせます。( 写真 /
Yenping Yang )

15. 木柵猫空の静かな山中にある優人神鼓では様々な座禅体験を企画し、瞑想について
学ぶ機会を提供しています。( 写真 / 梁舒怡 )

1415

団
「
優
人
神
鼓
」
は
、
ド
ラ

ム
に
よ
る
瞑
想
と
中
国
武
術
、

そ
し
て
演
劇
的
な
演
出
を
融

合
さ
せ
た
、
ま
っ
た
く
異
な

る
タ
イ
プ
の
瞑
想
を
披
露
し

て
い
ま
す
。
「
優
人
神
鼓
山

上
劇
場
」
は
台
湾
で
唯
一
、

山
頂
に
あ
る
円
形
劇
場
で
す
。

こ
こ
の
訓
練
場
所
は
、
台
北

盆
地
を
見
下
ろ
す
高
地
に
あ

り
、
文
山
区
に
あ
る
猫
空
ゴ

ン
ド
ラ
線
の
近
く
に
位
置
し

て
い
ま
す
。
劇
団
は
こ
こ
で

一
般
向
け
の
シ
ョ
ー
を
不
定

期
で
開
催
。
山
々
に
響
き
渡

る
穏
や
か
な
ド
ラ
ム
ビ
ー
ト

と
魅
惑
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
は
、
見
て
い
る
人
を
瞑
想

の
世
界
へ
と
引
き
込
ん
で
い

く
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

｢

禅
ド
ラ
ム
キ
ャ
ン
プ
」
と
い

う
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
美
し
い

ド
ラ
ム
や
神
聖
な
ダ
ン
ス
を

学
べ
ま
す
。
「
一
日
禅
体
験
」

で
は
、｢

今
を
生
き
る｣

こ
と

の
本
当
の
意
味
を
知
る
た
め

に
、
自
己
探
求
の
旅
へ
誘
う

瞑
想
を
行
い
ま
す
。

瞑想

瞑
想
に
は
頭
の
中
を
整
理

す
る
効
果
的
が
あ
る
こ
と
が
、

科
学
的
な
研
究
に
よ
っ
て
証

明
さ
れ
て
い
ま
す
。
台
北
で

は
駐
在
員
や
観
光
客
に
向
け

た
瞑
想
体
験
が
数
多
く
企
画

さ
れ
て
い
ま
す
。

一
つ
は
、
北
投
区
に
あ
る 

｢

法
鼓
山
農
禅
寺
」
。
こ
こ
に

は
視
覚
的
に
も
迫
力
の
あ
る

大
規
模
な
施
設
が
あ
り
、
観

光
名
所
と
し
て
も
有
名
で
す
。

法
鼓
山
農
禅
寺
で
は
、
海
外

の
参
加
者
向
け
に
、
国
際
瞑

想
ク
ラ
ス
を
開
い
て
い
ま
す
。

毎
週
開
催
さ
れ
て
い
る
瞑
想

体
験
は
、
参
加
者
の
利
便
性

も
考
慮
し
、
M
R
T
忠
孝
敦

化
駅
の
そ
ば
に
あ
る
繁
華
街

の
ビ
ジ
ネ
ス
ビ
ル
で
開
催
。

瞑
想
体
験
で
は
、
「
八
字
型

移
動
瞑
想
、
座
禅
、
歩
行
瞑

想
、
瞑
想
体
験
の
共
有
」
を

行
い
ま
す
。
参
加
者
は
心
が

澄
み
、
乱
れ
の
な
い
状
態
を

作
り
出
す
方
法
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

世
界
的
に
有
名
な
台
北
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ア
ー
ト
集

法鼓山農禅寺

dharmadrum.org/img/

優人神鼓

utheatre.org.tw/u-intro/u-mount

サイト

サイト
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01

文：AYCC　編集：下山敬之 　
写真：辜振甫先生紀念図書館、ホワイトストーン ‧ ギャラリー台北、Taiwan Scene

台北の現代建築を辿る
巨匠の足跡

高層ビルが建ち並ぶ台北を歩くと、思わずその精緻な美しさに目を奪われることはありませんか？
時には忙しい生活から一歩離れて芸術的なインスピレーションを得るのも、リフレッシュの方法のひ
とつです。 

台北においての「芸術」は、手の届かない高尚なものではなく身近な存在です。この大都会には世
界的に名を馳せる建築家たちの手で生み出された現代建築やインテリアスペースがあふれ、屋内外ど
ちらでも素晴らしい魅力が味わえます。今季の《TAIPEI》では台北の中でも特に傑作と言われる世
界的建築家たちによる 3 つの建造物を紹介していきます。この秋は、彼らの足取りをたどり、美しい
建築物に隠された物語やその哲学に触れてみてはいかがでしょうか。

01. 近代的な建築が豊富にある台北では、図書館の館内も非常にデザイン性に
富んだ作りをしています。
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02

03. 辜振甫先生紀念図書館は、快適な読書
環境を作り出すために、自然光が入り込む
よう工夫されています。

02. 蓮の葉からインスピレーションを受け
た伊東豊雄氏は、蓮の葉の隙間から差し込
む光をデザインに取り入れました。

プ
リ
ツ
カ
ー
賞
受
賞
者
で

あ
る
伊
東
豊
雄
氏
は
日
本
で

も
有
数
の
建
築
家
で
あ
り
、

現
実
と
仮
想
空
間
の
両
方
を

表
現
す
る
概
念
ア
ー
キ
テ
ク

チ
ャ
の
担
い
手
で
も
あ
り
ま

す
。
伊
東
氏
は
自
身
の
ア
イ

デ
ィ
ア
ま
た
は
コ
ン
セ
プ
ト

で
外
観
を
表
現
し
つ
つ
、
自

然
界
か
ら
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
も
多
く
取
り
入
れ
て

い
る
の
が
特
徴
で
す
。
環
境

や
地
域
社
会
に
深
く
根
差
し

た
建
築
物
を
デ
ザ
イ
ン
し
て

い
ま
す
。

そ
ん
な
伊
東
氏
の
台
北
に

お
け
る
傑
作
の
ひ
と
つ
が
、

国
立
台
湾
大
学
の
社
会
科
学

院‧

辜
振
甫
先
生
紀
念
図
書

館
で
す
。
台
湾
の
パ
ブ
リ
ッ

ク‧

ア
ー
ト
の
建
築
物
と
し

て
初
め
て
認
め
ら
れ
た
こ
の 

｢

森
の
よ
う
な
図
書
館
」
は
、

8
階
建
て
の
学
部
棟
と
ガ
ラ

ス
張
り
の
図
書
館
棟
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

図
書
館
棟
は
植
物
を
基
調

と
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
、
天
井

部
分
は
蓮
の
花
が
開
く
様
子

を
思
わ
せ
ま
す
。
屋
内
の
柱

03

住所
開館時間 

夏季、冬季休暇中
開館時間

大安区羅斯福路四段 1 号
8：20 ～ 22：00  ( 月曜 － 金曜 )  
9：00 ～ 22：00  ( 土曜 ) 
9：00 ～ 17：00（日曜 )

8：20 ～ 21：00  ( 月曜 － 金曜 ) 
9：00 ～ 17：00  ( 土曜 ) ｜ ( 日曜定休 )

「建築とは、環境に寄り添ったもので
なくてはならない」

— 伊東豊雄

Created by IcoMoonfrom the Noun Project

も
こ
の
蓮
の
コ
ン
セ
プ
ト
を

継
承
し
、
中
央
か
ら
３
種
類

の
パ
タ
ー
ン
で
織
り
な
す
よ

う
に
並
ん
で
い
ま
す
。
蓮
の

葉
の
よ
う
な
レ
イ
ア
ウ
ト
の

隙
間
か
ら
は
自
然
光
が
優
し

く
降
り
そ
そ
ぎ
、
学
生
た
ち

は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
空
間
で

読
書
が
可
能
で
す
。
伊
東
氏

は
こ
の
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
こ

そ
が
建
築
と
人
間
性
と
の
繋

が
り
を
高
め
、
そ
し
て
そ
れ

が
生
命
力
の
向
上
に
も
寄
与

す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

伊 東 豊 雄 氏 設 計

グージェンフー

辜 振 甫 先 生 紀 念 図 書 館
TOYO ITO

辜振甫先生紀念図書館
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04. 隈研吾氏は自然の建材を積み重ねるように使用することで、ホワイ
トストーン ‧ ギャラリー台北の独特な流線型のデザインを生み出しまし
た。( 写真 / ホワイトストーン ‧ ギャラリー台北 )

05. ホワイトストーン ‧ ギャラリー台北は、「負ける建築」の特徴でも
ある極端にシンプルなデザインを体現した作品の 1 つです。( 写真 / ホワ
イトストーン ‧ ギャラリー台北 )

様
々
な
建
築
デ
ザ
イ
ン
の

様
式
を
生
み
出
し
続
け
る
日

本
の
著
名
建
築
家‧

隈
研

吾
氏
の
作
品
の
多
く
は
「
負

け
る
建
築
」
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
目
を
見
張
る
よ

う
な
現
代
の
商
業
建
築
物
の

数
々
に
は
、
社
会
の
持
つ
「
勝

利
の
追
求
」
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
が
多
い
で
す
。
こ
れ
は

競
争
力
を
高
め
る
も
の
の
、

環
境
に
は
か
な
り
の
負
荷
が

か
か
る
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。
対
す
る
隈
氏

の
デ
ザ
イ
ン
は
控
え
め
で
あ

り
、
極
め
て
シ
ン
プ
ル
な
素

材
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
逆

に
建
築
の
「
粋
」
を
際
立
た

せ
て
い
ま
す
。
他
に
も
木
材
、

泥
の
煉
瓦
、
竹
、
ガ
ラ
ス
と

い
っ
た
天
然
素
材
を
使
い
、

自
然
光
と
地
形
を
う
ま
く
活

用
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
、
緻
密

な
が
ら
耐
衝
撃
性
の
高
い
建

築
物
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
母
な
る

地
球
に
最
大
の
敬
意
を
払
っ

て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

内
湖
区
に
建
て
ら
れ
た
ホ

ワ
イ
ト
ス
ト
ー
ン
・
ギ
ャ
ラ

隈 研 吾 氏 設 計
KENGO KUMA

ホワイトストーン‧
ギャラリー台北

0405

リ
ー
台
北
は
、
そ
ん
な
隈
氏

の
信
条
を
は
っ
き
り
と
反
映

し
て
い
ま
す
。
初
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
と
な
る
同
所
は
、
来
場

者
が
素
晴
ら
し
い
ア
ー
ト
体

験
を
楽
し
め
る
空
間
を
目
指

し
ま
し
た
。
ま
た
、
最
も
シ

ン
プ
ル
な
木
材
を
核
と
し
た

デ
ザ
イ
ン
を
打
ち
出
し
た
こ

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
倉
庫
か

ら
受
付
エ
リ
ア
、
そ
し
て
展

示
場
ま
で
、
イ
ン
テ
リ
ア
と

エ
ク
ス
テ
リ
ア
を
繋
ぎ
合
わ

せ
る
よ
う
に
様
々
な
角
度
で

木
材
が
組
み
上
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
来
場
者
が
ス
ム
ー
ズ

に
移
動
し
な
が
ら
ギ
ャ
ラ
リ

ー
の
深
み
を
感
じ
取
ら
れ
る

素
晴
ら
し
い
デ
ザ
イ
ン
で
す
。

隈
氏
の
造
り
上
げ
た
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
こ
の
設
計
は
、
ホ

ワ
イ
ト
ス
ト
ー
ン
ギ
ャ
ラ
リ

ー
に
唯
一
無
二
の
彩
り
を
も

た
ら
し
て
い
ま
す
。

「人々とその周囲との間に根源的な繋がりを生み
出す、それこそが建築である」 
                         — 隈研吾

Created by IcoMoonfrom the Noun Project

住所
営業時間

內湖区基湖路 1 号 
11：00 ～ 19：00 ( 月曜定休 )

ホワイトストーン ‧ ギャラリー台北
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建
物
内
に
は
視
線
を
遮
る

も
の
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ダ

イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
と
リ
ビ
ン

グ
ル
ー
ム
か
ら
庭
園
へ
と
続

く
動
線
も
ス
ム
ー
ズ
。
現
在

人
気
の
ス
タ
イ
ル
を
当
時
か

ら
す
で
に
取
り
入
れ
て
い
ま

し
た
。 

こ
の
住
居
は
1
9
7
0
年

に
都
市
再
開
発
の
流
れ
で
一

度
解
体
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

2
0
1
7
年
に
王
大
閎
建
築

劇
場
と
し
て
蘇
り
ま
し
た
。

台
北
市
立
美
術
館
の
隣
に
再

建
さ
れ
た
こ
の
住
居
は
、
今

の
時
代
に
も
通
じ
る
斬
新
さ

を
備
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

世
代
を
超
え
て
称
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

王大閎建築劇場

06. 円形の窓や赤レンガは、王大閎がよく用いる中華式建築
の重要な要素です。( 写真 /Taiwan Scene )

07. 天井まで届く大きな窓によって屋外の光が自然と室内に
差し込んできます。( 写真 /Taiwan Scene )

中
国
生
ま
れ
の
台
湾
人
建

築
家‧

王
大
閎
氏
は
、
「
建

築
詩
人
」
と
も
呼
ば
れ
る
、

台
湾
の
現
代
建
築
を
牽
引
す

る
人
物
で
す
。
ケ
ン
ブ
リ
ッ

ジ
大
学
、
そ
し
て
ハ
ー
バ

ー
ド
大
学
で
1
9
3
0
～

1
9
4
0
年
に
か
け
て
建
築

を
学
ん
だ
王
氏
は
、
在
学
中

に
建
築
デ
ザ
イ
ン
の
モ
ダ
ン

コ
ン
セ
プ
ト
に
出
会
い
ま
す
。

そ
こ
に
彼
自
身
が
習
熟
し
て

い
た
中
国
古
来
の
建
築
様
式

が
合
わ
さ
り
、
後
に
東
西
の

世
界
を
ブ
レ
ン
ド
し
た
彼
自

身
の
建
築
哲
学
が
生
み
出
さ

れ
ま
し
た
。 

王
氏
が
デ
ザ
イ
ン
し
た

数
々
の
建
物
の
中
で
も
、

彼
が
独
身
時
代
に
住
ん
で

住所 
営業時間

06

王 大 閎 氏 設 計
WANG DA-HONG

王 大 閎 建 築 劇 場
ワンダーホン

07

い
た
自
宅
は
特
別
で
す
。

1
9
5
3
年
に
建
国
南
路(

ジ

エ
ン
グ
ォ
ナ
ン
ル
ー)

に
建

て
ら
れ
た
こ
の
1
階
建
て
の

民
家
は
、
中
国
風
の
特
徴
と

西
洋
の
ス
タ
イ
ル
を
ブ
レ
ン

ド
し
た
台
湾
初
の
建
築
物
と

し
て
、
高
い
評
価
を
受
け
て

い
ま
す
。
壁
を
挟
ん
で
背
中

合
わ
せ
に
分
け
ら
れ
た
キ
ッ

チ
ン
と
浴
室
を
中
心
に
、
他

は
す
べ
て
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
と
い
う
広
々
と
し
た
屋
内
。

横
長
の
構
築
、
床
か
ら
天
井

ま
で
届
く
窓
な
ど
、
目
を
引

く
現
代
建
築
要
素
を
取
り
入

れ
な
が
ら
も
、
丸
い
窓
や
赤

レ
ン
ガ
な
ど
中
国
様
式
の
イ

ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
が
組
み

合
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。

「家は設計を経てはじめて建築物になる」
— 王大閎

Created by IcoMoonfrom the Noun Project

中山区中山北路三段 181 号 
9：30 ～ 17：30  ( 月曜定休 )
9：30 ～ 20：00  ( 土曜 )

コロナウイルス感染拡大の影響で、営業時間は変更とな
る可能性があります。まずは営業状況を確認し、感染予
防対策を行った上で足を運ぶようにしましょう。

TAIPEI からのお知らせ
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文：Jenna Lynn Cody　編集：下山敬之 　写真：Taiwan Scene、楽埔町

台北に残る日本時代の 
癒しスポット

台北は高層ビルやショッピングモールなどコンクリートで固められた街という印象を持
つ人もいるかもしれません。しかし、日本時代に繁栄した台北には、当時の様子を彷彿と
させる史跡があり、豊かな文化が今もなお残されています。

当時の日本政府は大規模な開発計画を行い、多くの建物を建設しました。それらは台湾
の複雑な歴史の遺産として、現在もその姿を保ち続けています。これらの木造建築物は、
政府職員向けの住宅や宿舎、民間向けのビルとして使用されてきました。大半の建物は日
本が撤退した後も引き続き中華民国政府が使用し、使用されないものも台湾における日本
時代の文化遺産として昇華すべく政府が保護することを決定。それから数年に渡って建物
の保存をした結果、貴重な伝統的建造物が復元され、一般開放されるに至ったのです。

いずれの建物も伝統的手法や設計に基づいて建設されていますし、台北の秋を満喫でき
る落ち着いたスペースとなっています。これらの場所では読書や音楽鑑賞、カリグラフィ
ーといったアートに触れられる他、お茶や食事をしながら落ち着いた時間を過ごすのにも
最適です。今回はそういった日本時代の風情を感じながらも、癒やしを与えてくれる 3 つ
のスポットを紹介していきます。気になった場所があれば、ぜひ足を運んでみてください。

01
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コロナウイルス感染拡大の影響で、営業時間は変更
となる可能性があります。まずは営業状況を確認
し、感染予防対策を行った上で足を運ぶようにしま
しょう。

TAIPEI からのお知らせ :

01. 台北市内には日本時代に建てられた日本式の建築物が数多く残っており、都市
の中に懐かしくも洗練された雰囲気を添えています。

02. 台湾文学基地では、台湾文学に関連する様々な展示物や一部現代詩人の作品が
公開されています。

03. 台湾文学基地は長い修復期間を経て、内部の環境を高度に再現することに成功
しました。

Taiwan Literature Base

台 湾 文 学 基 地

02

03

M
R
T
忠
孝
新
生
駅
の
そ

ば
に
あ
る
華
山
1
9
1
4
文

化
創
意
産
業
園
区
の
向
か
い

側
に
は
、
斉
東
街(

ジ
ー
ド
ン

ジ
エ)

と
い
う
通
り
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
中
に
あ
る
歴
史

的
な
木
造
建
築
物
が
台
湾
文

学
基
地
で
す
。
こ
の
建
物
は

1
9
2
0
年
か
ら
1
9
4
0

年
の
間
に
建
て
ら
れ
た
も
の

で
、
元
々
は
日
本
人
職
員
向

け
の
宿
舎
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
名
残
か

ら
周
囲
に
宿
舎
群
を
形
成
し
、

文
化
資
産
保
存
法
に
よ
っ
て

保
存
と
修
復
が
決
ま
っ
た
初

の
日
本
式
宿
舎
で
す
。

斉
東
街
は
古
い
道
路
で
す

が
、 

清
朝
時
代
以
降
は
台
北

の
川
沿
い
の
地
域
に
隣
接
す

る
基
隆
港
周
辺
へ
向
か
う
主

要
道
路
で
し
た
。
米
や
石
炭

な
ど
の
輸
出
品
を
運
搬
す
る

輸
送
路
と
し
て
重
要
視
さ
れ

て
い
た
場
所
で
す
。
こ
の
地

域
は
も
と
も
と
碁
盤
目
状
に

開
発
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

数
十
年
後
を
経
て
斉
東
街
な

ど
古
い
道
路
の
保
存
が
決
ま

っ
た
こ
と
で
、
今
日
の
よ
う

な
断
層
的
な
都
市
構
造
が
完

成
し
ま
し
た
。
現
在
で
は
秋

晴
れ
た
日
の
探
索
に
ぴ
っ
た

り
な
緑
豊
か
な
朝
食
店
エ
リ

ア
に
な
っ
て
い
ま
す
。

台
湾
文
学
基
地
の
中
は
板

張
り
の
床
に
畳
の
間
な
ど
が

復
元
さ
れ
て
い
る
他
、
ち
ゃ

ぶ
台
を
模
し
た
円
形
の
テ
ー

ブ
ル
が
あ
る
の
で
当
時
の
雰

囲
気
を
十
分
に
感
じ
ら
れ
る

で
し
ょ
う
。
室
内
は
空
調
が

効
い
た
快
適
な
環
境
と
な
っ

て
い
て
読
書
に
最
適
で
す
。

こ
の
他
に
も
建
物
の
歴
史
や

台
湾
の
文
学
に
関
す
る
シ
ョ

ー
ケ
ー
ス
や
双
方
向
性
の
展

示
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
し
、

日
本
の
茶
室
を
再
現
し
た
お

店
で
抹
茶
や
ケ
ー
キ
と
い
っ

た
軽
食
と
デ
ザ
ー
ト
も
楽
し

め
ま
す
。
屋
外
に
は
木
製
の

ベ
ン
チ
と
芝
生
、
熱
帯
植
物

や
バ
ン
ヤ
ン
の
木
が
植
え
ら

れ
て
い
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る

の
で
、
晴
れ
た
日
に
は
木
陰

で
く
つ
ろ
ぐ
と
い
う
過
ご
し

方
も
で
き
ま
す
。

中正区濟南路二段 27 号
10：00 ～ 18：00 ( 月曜定休 )

台湾文学基地

住所 
営業時間
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今
日
の
姿
か
ら
は
想
像
し

が
た
い
話
で
す
が
、
日
本
時

代
の
古
亭
付
近
に
あ
る
川
沿

い
の
エ
リ
ア
は
料
亭
や
宴
会

場
で
賑
わ
う
場
所
で
し
た
。

そ
の
中
で
も
1
9
1
7
年
に

平
松
家
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ

た
紀
州
庵
が
最
も
有
名
で
す
。

こ
の
名
前
は
平
松
家
の
縁
の

地
で
あ
る
関
西
紀
州
地
方
に

由
来
し
て
い
ま
す
。

当
初
は
茅
葺
き
屋
根
だ
っ

た
料
亭
で
す
が
、
1
9
2
0

年
代
に
増
改
築
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
堤
防
と
の
間
に
は
橋

が
架
け
ら
れ
、
3
階
に
は
宴

会
場
を
設
置
、
屋
根
瓦
も
丈

夫
な
も
の
へ
貼
り
換
え
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
も
料
亭
を

拡
張
し
て
別
館
や
中
庭
、
庭

園
を
設
け
、
屋
外
宴
会
場
や

宿
舎
な
ど
が
建
て
ら
れ
て
い

ま
す
。
戦
後
の
紀
州
庵
は
、

斉
東
街
の
宿
舎
と
同
様
に
公

務
員
が
居
住
を
し
た
場
所
で

す
。
こ
の
地
に
住
ん
で
い
た

台
湾
の
小
説
家
の
王
文
興
（
ワ

ン
・
ウ
ェ
ン
シ
ン
）
の
有
名

な
作
品
《
家
変
》
は
、
こ
の

料
亭
と
の
関
係
性
が
強
く
、

作
中
で
も
よ
く
こ
の
料
亭
が

出
て
き
ま
す
。

残
念
な
が
ら
3
階
建
て
の

料
亭
は
1
9
9
6
年
の
火
事

で
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

残
さ
れ
た
別
館
は
交
通
量
の

多
い
水
源
快
速
道
路
と
同
安

街
の
交
差
点
に
あ
り
ま
す
が
、

静
か
で
落
ち
着
い
た
雰
囲
気

に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。
室
内

は
温
か
み
の
あ
る
畳
と
木
製

の
イ
ン
テ
リ
ア
、
果
物
の
レ

ン
ブ
の
形
を
し
た
布
製
吊
下

げ
灯
な
ど
印
象
的
な
内
装
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ガ
ラ
ス
窓

が
並
ぶ
長
い
廊
下
の
先
に
は
、

巨
大
な
バ
ン
ヤ
ン
の
木
が
立

ち
並
ぶ
公
園
が
あ
り
、
秋
晴

れ
の
日
に
は
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に

最
適
な
人
気
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

隣
に
あ
る
新
し
い
別
館
に
は
、

書
店
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
オ
ー

プ
ン
カ
フ
ェ
、
展
示
用
ス
ペ

ー
ス
な
ど
が
あ
り
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
エ
リ
ア
と
し
て

機
能
し
て
い
ま
す
。

0405

04. 紀州庵の屋外は木陰が多いので、残暑が厳しい秋の散歩にも最適です。

05. 紀州庵の中にある庭園や座敷に足を踏み入れると、日本時代の台湾の様子が思
い浮かびます。

中正区同安街 107 号
10：00 ～ 18：00  ( 火曜 － 木曜、日曜 )
10：00 ～ 21：00  ( 金曜と土曜 )
( 月曜定休 )

紀州庵文学森林

住所 
営業時間

ジージョウアン

Kishu An Forest of Literature (Kishu An) 

紀 州 庵 文 学 森 林
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か
つ
て
中
正
紀
念
堂
の
す

ぐ
そ
ば
に
は
、
老
朽
化
し
た

日
本
時
代
の
大
規
模
な
官
舎

が
並
ん
で
い
ま
し
た
。
古
亭

と
呼
ば
れ
る
こ
の
エ
リ
ア
が

誕
生
し
た
の
は
1
9
2
0
年

代
で
す
。
も
と
も
と
は
斉
東

街
の
宿
舎
と
同
様
に
、
当
時

の
政
府
関
連
の
建
物
が
並
ぶ

06

07

08

06. 楽埔町にある日本式邸宅は丁寧に防腐処理を行った木材を使用することで、その美しい姿を現代に
再現しました。( 写真 / 楽埔町 )

07. 楽埔町は日本式庭園とモダンな照明デザインを組み合わせることで、居心地のいい雰囲気を作り出
しています。( 写真 / 楽埔町 )

08. 現在の楽埔町はレストランへと様変わりし、素晴らしい高級料理を提供しています。( 写真 / 楽埔町 )

中
心
に
近
い
場
所
で
し
た
。

清
朝
時
代
に
は
水
田
や
畑
ば

か
り
の
地
域
で
し
た
が
、
日

本
時
代
に
は
錦
町
と
名
付
け

ら
れ
、
都
市
開
発
の
対
象
と

な
っ
た
の
で
す
。

21
世
紀
を
迎
え
た
現
在
、

こ
こ
に
は
豪
華
な
レ
ス
ト
ラ

ン
や
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
が

立
ち
並
ん
で
い
ま
す
。
し
か

し
、
一
時
期
は
管
理
者
不
在

と
な
り
、
雑
草
に
覆
わ
れ
た

L
字
型
の
建
築
基
礎
、
緑
に

塗
ら
れ
た
状
態
で
朽
ち
果
て

た
木
材
、
か
つ
て
の
美
し
さ

を
物
語
る
灯
籠
が
い
く
つ
か

あ
る
だ
け
で
、
そ
の
様
は
廃

墟
の
よ
う
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
2
0
1
3
年
に
、

立
偕
生
活
文
化
有
限
公
司
が

こ
の
場
所
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
依
頼
さ
れ
ま
す
。
同
社

は
、
藁
や
粘
土
、
竹
な
ど
の

素
材
を
含
め
、
可
能
な
限
り

伝
統
的
な
建
築
方
法
を
用
い

て
、
か
つ
て
の
宿
舎
を
再
現

し
ま
し
た
。

ま
た
、
敷
地
内
は
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
見
違
え

る
ほ
ど
美
し
く
な
り
ま
し
た
。

控
え
目
で
モ
ダ
ン
な
門
を
開

け
る
と
、
そ
こ
に
は
落
ち
着

い
た
雰
囲
気
の
中
庭
が
あ
り

ま
す
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
庭
園

で
は
料
理
が
楽
し
め
ま
す
し
、

見
事
に
修
復
さ
れ
た
廊
下
を

歩
け
ば
過
去
の
台
北
の
雰
囲

気
が
味
わ
え
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
楽
埔
町
に
は
和
仏
折
衷

レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
る
ほ
か
、

台
湾
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作

品
を
展
示
し
て
い
る
店
舗
も

あ
り
、
一
部
は
購
入
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
特
に
、
植

物
由
来
の
染
料
を
使
っ
た
ス

カ
ー
フ
が
有
名
な
の
で
、
自

分
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
購
入

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

大安区杭州南路二段 67 号
11：30 ～ 22：00  ( 火曜定休 )

楽埔町

住所 
営業時間

Leputing 

楽 埔 町
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01. 台北の中心にある緑のオアシスで新鮮な空気を吸っ
て憂鬱な気分を晴らしましょう。

文：Rick Charette　編集：下山敬之 　
写真：Yenping Yang、Taiwan Scene

台北の中心で
緑に触れる

ビルや人が密集している賑やかな台
北市の中心部は、海抜がほとんどない
盆地となっています。山に囲まれたこ
の土地は複数の水路に恵まれていて、
それらが大海を目指して下流域へと流
れています。

このような自然が複雑に交差する台
北ですが、整備された道路網によって
短時間で中心部と郊外の行き来が可能
です。また、緑に囲まれた散歩道が海
抜の低い場所から高い場所まで延々と
続いているので、こうした場所を歩く
だけでも十分に自然を感じられます。
しかし、台北にはこういった場所以外
にも、街の中心部にありながら新鮮な
空気や緑に触れられるスポットが多々
あります。ここでは、台北の中心にあ
る広大な人気スポットを 3 箇所紹介し
ていきますので、都市部にいながら都
会の喧騒を忘れてみてはいかがでしょ
うか。 

01

コロナウイルス感染拡大の影響で、営業時間は変更と
なる可能性があります。まずは営業状況を確認し、感
染予防対策を行った上で足を運ぶようにしましょう。

TAIPEI からのお知らせ
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台
北
植
物
園
は
、
8
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
渡
っ
て
美
し
い
庭

園
が
広
が
る
緑
の
オ
ア
シ
ス

で
す
。
M
R
T
小
南
門
駅
か

ら
徒
歩
わ
ず
か
数
分
の
場
所

に
位
置
し
、
閑
静
で
緑
豊
か

な
博
愛
路
を
進
ん
だ
先
に
あ

り
ま
す
。

も
と
も
と
、
こ
の
場
所
は

日
本
時
代
に
日
本
人
が
開
発

を
し
ま
し
た
。
1
8
9
6
年

に
設
立
さ
れ
た
苗
床
か
ら
始

ま
り
、
そ
れ
か
ら
植
物
研
究

所
へ
拡
張
、
1
9
2
1
年

に
は
台
北
植
物
園
へ
と
改
名

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
台
湾

や
日
本
、
中
国
、
東
南
ア
ジ

ア
な
ど
の
国
に
生
息
す
る
約

02. 多くの動物が生息している台北植物園
は、バードウォッチングに最適な場所です。 
( 写真 /Yenping Yang )

03. 園 内 の 蓮 の 池 付 近 に は、 写 生 を 趣 味
と す る 人 た ち が 多 く 集 ま っ て い ま す。 
( 写真 /Yenping Yang )

04. 植物園内の桟道は緑が木陰を作っている
ので、散歩をしながら涼むことができます。 
( 写真 /Yenping Yang )

台 北 植 物 園

2
0
0
0
種
の
植
物
が
繁
殖

し
て
い
て
、
各
国
の
多
種
多

様
な
植
物
と
そ
の
生
態
が
鑑

賞
で
き
ま
す
。

こ
の
植
物
園
は
エ
リ
ア
ご

と
に
分
か
れ
て
い
て
、
四
季

に
合
わ
せ
た
異
な
る
種
類
の

花
が
植
え
ら
れ
て
い
る
の
が

特
徴
で
す
。
そ
の
た
め
、
季

節
に
よ
っ
て
ま
っ
た
く
異
な

る
外
観
へ
と
変
化
し
ま
す
。

ま
た
、
利
用
者
が
開
花
シ
ー

ズ
ン
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
、

公
式
サ
イ
ト
で
は
開
花
時
期

な
ど
の
詳
細
情
報
を
網
羅
し

た
カ
レ
ン
ダ
ー
を
公
開
。
最

も
人
気
の
あ
る
エ
リ
ア
は
大

き
な
蓮
の
池
で
、
時
期
を
問

わ
ず
写
真
家
や
画
家
で
賑
わ

っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
日
々

の
忙
し
い
日
常
を
忘
れ
、
静

か
な
時
間
を
楽
し
む
に
は
最

高
の
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

ま
た
、
植
物
園
と
い
う
静

か
な
環
境
と
植
物
が
豊
富
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
都
市
の
中

心
に
あ
り
な
が
ら
昆
虫
や
野

鳥
が
観
察
で
き
ま
す
。
特
に

少
し
シ
ャ
イ
な
性
格
で
あ
り

な
が
ら
、
堂
々
と
し
た
立
ち

姿
を
見
せ
る
ズ
グ
ロ
ミ
ゾ
ゴ

イ
は
見
逃
せ
ま
せ
ん
。
他
に

も
運
が
良
け
れ
ば
、
木
の
幹

に
い
る
ク
ワ
ガ
タ
や
、
様
々

な
ト
ン
ボ
が
水
面
を
舞
う
姿

が
見
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

02

03

04

台北植物園

中正区南海路 53 号
8：00 ~ 18：00 
tpbg.tfri.gov.tw/en/Introduction.php

住所
営業時間
サイト
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富
陽
自
然
生
態
公
園
は
市

の
中
心
部
か
ら
南
東
端
に
位

置
し
、
標
高
約
1
0
5
ｍ

の
「
福
州
山
」
の
ふ
も
と
に

あ
る
谷
地
に
あ
り
ま
す
。

M
R
T
文
湖
線
の
麟
光
駅
か

ら
南
西
方
向
に
徒
歩
5
分
ほ

ど
の
距
離
で
す
。

こ
の
公
園
は
、
森
に
覆
わ

れ
た
低
い
斜
面
の
中
に
あ
り
、

3.8
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う
広
大

な
土
地
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

も
と
も
と
は
隠
れ
た
軍
用
弾

薬
庫
で
し
た
。
1
9
8
8
年

に
廃
止
さ
れ
て
か
ら
は
、
長

期
に
渡
っ
て
入
場
制
限
が
さ

れ
た
お
か
げ
で
、
生
態
系
が

損
な
わ
れ
ず
に
残
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
方
で
多
く
の
軍

用
施
設
も
残
さ
れ
て
お
り
、

遺
留
物
や
ト
ン
ネ
ル
が
か
つ

て
の
様
子
を
想
起
さ
せ
ま
す
。

植
物
や
昆
虫
の
餌
が
豊
富

な
こ
の
場
所
は
、
台
北
植
物

園
と
同
様
に
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
に
最
適
で
す
。
特
に

樹
木
の
て
っ
ぺ
ん
を
飛
び
回

る
タ
イ
ワ
ン
ゴ
シ
キ
ド
リ
、

メ
ジ
ロ
、
シ
ロ
ガ
シ
ラ
ク
ロ

ヒ
ヨ
ド
リ
は
必
見
。

富 陽 自 然 生 態 公 園 ＆ 福 州 山 公 園
フ ー ヤ ン フ ー ジ ョ ウ サン

自
然
生
態
公
園
か
ら
少
し

歩
く
と
森
林
に
覆
わ
れ
た
福

州
山
に
た
ど
り
着
き
ま
す
。

こ
こ
に
は
福
州
山
公
園
が
あ

り
、
ア
ク
セ
ス
も
良
く
、
景

色
が
美
し
い
こ
と
も
あ
っ
て

人
気
の
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
展
望
台
か

ら
北
海
岸
を
見
る
と
観
音
山

と
陽
明
山
、
そ
の
手
前
に
あ

る
台
北
1
0
1
の
美
し
い
姿

が
一
望
で
き
ま
す
。
こ
こ
は

外
国
人
観
光
客
に
人
気
の
ス

ポ
ッ
ト
で
す
。
も
と
も
と
こ

の
公
園
は
環
境
保
護
を
目
的

と
し
て
施
工
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
前
は
広
大
な
共
同
墓
地

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
墓
地

は
森
林
に
覆
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
開
発
計
画
を
進
め
る

過
程
で
一
時
的
に
そ
の
姿
を

拝
め
る
よ
う
に
な
り
、
多
く

の
見
物
客
を
集
め
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

05. 富陽自然生態公園  内には、今でも昔の軍事暗渠の跡が見られます。

06. 富陽自然生態公園の中を歩くと原始時代のジャングルの様子が思い
浮かびます。

07. 福州山公園はわずか 15 分ほどのハイキングで展望台に至り、そこ
から台北の美しい街並みを観賞することができます。

0506

07
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の
感
謝
と
し
て
一
杯
の
米
を

捧
げ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
逸

話
が
様
々
な
寺
院
へ
広
ま
り
、

風
習
と
し
て
繰
り
返
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
山
の

尾
根
か
ら
前
方
に
は
台
北
盆

地
、
後
方
に
は
景
美
渓
の
渓

谷
と
素
晴
ら
し
い
景
色
を
拝

め
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ

て
い
ま
す
。

08. 緑に囲まれた糶米古道  をゆっ
くりと登り、都市の中にある静寂
を楽しみましょう。

09. 現在の徳興炭鉱は糶米古道を
登る際の観光スポットとなってい
ます。

10. 糶米公廟は世代を超えて信仰
されています。

08

10

09

こ
の
古
道
は
M
R
T
象
山

駅
の
南
側
に
位
置
し
て
い
ま

す
。
人
気
の
ハ
イ
キ
ン
グ
ス

ポ
ッ
ト
「
四
獣
山
」
に
登
る

と
、
台
北
1
0
1
や
盆
地
に

形
成
さ
れ
た
大
都
市
の
姿
、

北
方
に
連
な
る
山
々
が
一
望

で
き
ま
す
。

地
下
鉄
の
駅
か
ら
登
山
口

ま
で
は
徒
歩
25
分
ほ
ど
で
、

レ
ン
タ
ル
自
転
車
のYouBike

を
利
用
す
れ
ば
、
ゆ
っ
く
り

走
っ
て
も
10
分
ほ
ど
で
到
着

す
る
距
離
で
す
。
ハ
イ
キ
ン

グ
を
す
る
際
は
木
陰
の
下
を

流
れ
る
小
川
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
て
、
登
山
口
へ
と
向
か
っ

て
登
っ
て
い
き
ま
す
。
登
山

口
ま
で
到
着
す
る
と
、
す
ぐ

横
に
は
1
8
9
7
年
に
開
鉱

し
、
1
9
4
0
年
代
に
最
も

賑
わ
っ
た
徳
興(

ダ
ー
シ
ン)

炭
鉱
の
入
口
が
あ
り
ま
す
。

手
前
の
広
場
に
は
中
国
語
の

案
内
看
板
と
模
型
の
ト
ロ
ッ

コ
が
あ
り
、
短
い
ト
ン
ネ
ル

内
は
明
る
く
舗
装
も
さ
れ
て

い
る
の
で
安
全
で
す
。

鬱
蒼
と
し
た
木
々
や
シ
ダ

植
物
に
囲
ま
れ
た
登
山
道
は

急
勾
配
で
、
頂
上
ま
で
の
階

段
は
約
5
0
0
段
あ
り
ま

す
。
1
8
0
0
年
代
初
頭
、

地
元
の
稲
作
農
家
が
台
北
盆

地
の
南
東
に
あ
る
次
の
谷
ま

で
米
を
運
ぶ
た
め
に
こ
の
道

を
作
り
ま
し
た
。
名
前
は
「
糶

米
（
米
を
売
り
歩
く
）
」
と

い
う
意
味
の
中
国
語
が
由
来

で
す
。
頂
上
に
は
大
地
の
神

を
祀
っ
た
糶
米
公
廟
が
あ
り

ま
す
。
か
つ
て
米
の
運
び
屋

が
こ
こ
で
休
憩
し
た
際
に
、

安
全
に
通
行
で
き
た
こ
と
へ

糶 米 古 道
ティ ア オ ミ ー
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写真 / Samil Kuo
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台北には多彩な芸術作品が数多く展示されており、それらを通して自身の内面を探究することができます。
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文：Richard Williams　編集：下山敬之 　写真：晶晶書店、Taiwan Scene 

台湾初の 
LGBTQIA+ 向け書店

台
湾
初
のLGBTQ

IA+

向

け
書
店
で
あ
る
晶
晶
書
店
は
、

台
北
の
小
さ
な
路
地
に
あ
り

ま
す
。
現
在
で
は
書
店
と
ギ

ャ
ラ
リ
ー
を
兼
ね
て
い
る
こ

の
店
が
、
22
年
と
い
う
歴
史

の
中
で
も
た
ら
し
た
影
響
は

計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
同
店
は

LGBTQ
IA+

の
書
籍
や
文
化
を

扱
う
拠
点
と
し
て
だ
け
で
な

く
、
活
動
の
中
心
と
し
て
、

01

さ
ら
に
台
湾
に
お
け
る

LGBTQ
IA+

の
平
等
の
獲
得
に

欠
か
せ
な
い
場
所
と
し
て
の

地
位
を
確
立
し
ま
し
た
。
台

北
は
ア
ジ
ア
に
お
い
て

LGBTQ
IA+

受
け
入
れ
の
象
徴

と
い
う
地
位
を
固
め
て
い
ま

す
。
特
に
ア
ジ
ア
で
注
目
さ

れ
て
い
る
台
湾
同
志
遊
行
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
を
目
的
と
し

て
渡
航
す
る
人
に
と
っ
て
、

晶
晶
書
店
は
見
逃
せ
な
い
ス

ポ
ッ
ト
で
す
。

ま
ず
晶
晶
書
店
の
創
設
に

携
わ
っ
た
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
、

台
北
各
地
の
様
々
な
性
別
の

人
々
に
向
け
た
新
し
い
広
場

を
設
置
し
よ
う
と
考
え
ま
し

た
。
そ
の
際
、
様
々
な
大
学

に
近
い
公
館
商
圈
が
候
補
に

上
が
り
ま
す
。
理
由
は
こ
の

地
域
が
創
設
メ
ン
バ
ー
が
掲

げ
る
理
想
に
近
い
場
所
だ
っ

た
か
ら
で
す
。
台
湾
に
戒
厳

令
が
敷
か
れ
て
い
た
時
代
、

自
由
な
言
論
と
民
主
主
義
の

追
求
は
禁
止
さ
れ
、
近
所
と

の
交
流
は
政
府
に
意
義
を
唱

え
る
人
た
ち
の
温
床
と
み
な

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
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台
湾
映
画
の
歴
史

(

テ
ィ
ザ
ー
動
画)

03

02

01. 晶晶書店ではジェンダー関連の書籍や雑誌、
DVD などを取り扱っています。

02. 台北で 20 年以上経営されている晶晶書店
は、広々とした中庭で世界中のお客様をお迎え
しています。

03. 店長の楊平靖氏は多角化した経営の中で、
LGBTQIA+ コミュニティの多様性を紹介してい
ます。

め
、
当
時
の
学
問
の
自
由
を

追
求
す
る
教
授
や
学
生
は
狭

い
路
地
に
並
ぶ
茶
館
や
カ
フ

ェ
に
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
近
隣
に
は
販
売
禁
止
の

本
を
取
り
扱
っ
て
い
る
書
店

も
多
く
、
そ
こ
で
包
括
的
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ
た

こ
と
が
候
補
地
と
な
っ
た
決

め
手
で
す
。

そ
し
て
、
自
由
主
義
の
原

点
と
し
て
お
店
の
名
前
を
「
晶

晶
」
に
決
め
ま
し
た
。
「
晶

晶
」
と
い
う
漢
字
を
分
解
す

る
と
、
6
つ
の
日
（
太
陽
）

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は

LGBTQ
IA+

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
多
様
性

と
包
括
性
を
表
す
6
色
の
虹

と
も
リ
ン
ク
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
店
長
で
あ
る
楊
平
靖

(

ヤ
ン
・
ピ
ン
ジ
ン)

氏
は
、

｢

そ
れ
ぞ
れ
の
色
は
多
彩
な
意

味
を
持
ち
、
異
な
る
ジ
ェ
ン

ダ
ー
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
表
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

自
由
な
流
れ
で
あ
り
な
が
ら
、

集
ま
っ
た
時
は
団
結
す
る
と

い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
」
。

「
当
店
の
レ
イ
ン
ボ
ー
フ

ラ
ッ
グ
とLGBTQ

IA+

ア
ー

ト
と
文
化
を
示
す
大
き
な
窓

は
、LGBTQ

IA+
の
方
々
が
こ

の
社
会
に
お
い
て
共
に
団
結

で
き
る
場
所
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
」
と
語
っ
て

い
ま
す
。
開
店
当
初
、
同
性

愛
を
公
然
と
表
現
す
る
こ
と

に
近
隣
住
民
は
困
惑
し
、
不

快
感
を
覚
え
る
人
も
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
同
店
は
そ
れ

ら
の
表
現
を
や
め
ま
せ
ん
で

し
た
。
「
現
在
は
、
こ
こ
が

ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
兼
書
店
で

あ
る
こ
と
、
そ
し
て

LGBTQ
IA+

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

社
会
の
一
部
で
あ
り
、

LGBTQ
IA+

の
人
々
の
多
様
性

と
様
々
な
一
面
を
表
し
て
い

る
こ
と
を
、
ア
ー
ト
と
レ
イ

ン
ボ
ー
フ
ラ
ッ
グ
を
飾
っ
た

中
庭
を
用
い
て
地
域
社
会
に

訴
え
て
い
ま
す
」
。
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比
較
的
歴
史
の
短
い
晶
晶

で
す
が
、
台
湾
のLGBTQ

IA+

の
人
々
に
と
っ
て
は
、
劇
的

な
変
化
が
起
き
て
い
る
場
所

と
見
な
さ
れ
て
い
て
、
実
際

に
変
化
も
起
き
て
い
ま
す
。

同
性
愛
運
動
が
合
法
化
さ
れ

た
一
方
、
従
来
の
価
値
観
に

04

変
革
の
時

基
づ
い
た
偏
見
や
差
別
は
続

い
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
こ
数
年
でLGBT

活
動
家

が
平
等
性
に
関
す
る
中
間
目

標
を
達
成
。
ア
ジ
ア
初
の
同

性
婚
合
法
化
を
実
現
し
た
国

と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴

い
、
台
湾
のLGBTQ

IA+

の

人
々
が
徐
々
に
表
舞
台
へ
進

出
。
自
分
た
ち
に
誇
り
を
持

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

楊
氏
は
、
1
9
9
7
年
に

起
き
た
常
徳
街
事
件
の
被
害

者
で
す
。
武
装
し
た
警
官
が

LGBT

の
た
ま
り
場
を
襲
撃

し
、
50
名
近
く
を
拘
束
。
毎

晩
取
り
調
べ
を
行
っ
た
上
、

写
真
撮
影
を
強
要
し
、
セ
ク

シ
ャ
リ
テ
ィ
を
家
族
に
話
す

と
脅
し
ま
し
た
。
こ
の
経
験

を
機
に
楊
氏
は
晶
晶
で
働
き

始
め
、LGBTQ

IA+

の
人
々
の

権
利
強
化
を
求
め
る
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

2
0
0
0
年
以
前
の
台
湾

のLGBTQ
IA+

コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
は
、
嫌
が
ら
せ
と
差
別
を

恐
れ
、
屋
内
に
閉
じ
こ
も
っ

て
い
た
と
楊
氏
は
言
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
晶
晶
書
店
は
早

晶
晶
書
店
に
あ
る

LGBTQ
IA+

の
文
学
と
ク
ィ
ア

（
性
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
）
ア
ー

ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
20
年
以

上
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
貢
献
し
、

そ
の
後
は
台
北
の
人
々
に
と

っ
て
強
力
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

空
間
と
な
り
ま
し
た
。
「
開

店
以
来
ず
っ
と
ご
来
店
さ
れ

て
い
る
お
客
様
も
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
し
、
よ
く
雑
談
に

来
ら
れ
る
人
も
い
ま
す
」
と

楊
氏
は
言
い
ま
す
。
一
方
で
、

晶
晶
周
辺
の
通
り
や
路
地
に

は
台
北
唯
一
の
小
さ
な
ゲ
イ

タ
ウ
ン
が
誕
生
。
こ
の
地
域

で
は
平
等
を
表
す
レ
イ
ン
ボ

ー
フ
ラ
ッ
グ
を
立
て
た

LGBTQ

フ
レ
ン
ド
リ
ー
の
カ

フ
ェ
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
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05

06

く
か
らLGBTQ

IA+

の
人
々

に
と
っ
て
の
憩
い
の
場
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は

自
分
ら
し
く
い
る
こ
と
が
で

き
、
同
じ
悩
み
を
持
つ
人
々

と
の
交
流
が
可
能
で
す
。
こ

れ
に
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

ア
ク
セ
ス
増
加
が
大
き
く
貢

献
し
ま
し
た
。
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
と
実
際
の
活
動
が
次

第
に
統
合
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
元
々
仲
の
良
か
っ
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
次
第
に
オ
ー

プ
ン
に
な
っ
て
き
ま
し
た
」

と
楊
氏
は
語
り
ま
す
。

2
0
0
3
年
、
晶
晶
書
店

と
他
のLGBTQ

IA+

活
動
家
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
メ
ン
バ
ー

が
力
を
合
わ
せ
て
、
台
湾
同

志
遊
行
を
初
め
て
開
催
。
現

在
、
同
イ
ベ
ン
ト
は
ア
ジ
ア

で
最
も
歴
史
が
長
く
、
規
模

の
大
き
いLGBTQ

IA+

イ
ベ

ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現

在
、
同
イ
ベ
ン
ト
は
最
初
の

数
年
間
、
台
湾
のLGBTQ

IA+

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
外
部
の
社

会
へ
知
ら
せ
る
こ
と
が
目
的

で
し
た
。
「
パ
レ
ー
ド
が
毎

年
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
後
、
各
参
加
者
は
お
互
い

に
交
流
し
、
自
分
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
き
っ
か
け
が
増
え
た

こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
」

と
楊
氏
は
振
り
返
り
ま
す
。

台
北
が
ア
ジ
ア
の

LGBTQ
IA+

の
中
心
地
と
し
て

認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

地
元
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は

多
様
なLGBTQ

IA+

の
ス
タ

イ
ル
や
タ
イ
プ
、
個
性
が
表

現
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
楊
氏
は
「
お
互
い
を
知

る
き
っ
か
け
が
増
え
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
は
今
ま
で
よ
り
ニ

ッ
チ
な
グ
ル
ー
プ
へ
分
か
れ
、

LGBTQ
IA+

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内

の
多
様
性
と
違
い
が
徐
々
に

は
っ
き
り
し
て
き
ま
し
た
」

と
語
っ
て
い
ま
す
。

晶
晶
は
そ
の
よ
う
な
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
多
様
性
に
合
わ

せ
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

提
供
を
開
始
。
あ
ら
ゆ
る
レ

ズ
ビ
ア
ン
、
ゲ
イ
、
バ
イ
セ

ク
シ
ャ
ル
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ

ン
ダ
ー
、
ノ
ン
バ
イ
ナ
リ
ー

の
人
々
が
、
よ
り
大
き
く
な

っ
たLGBTQ

IA+

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
社
会
と
の
交
流
を
図

る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。
現

在
の
書
店
は
、
あ
ら
ゆ
る
タ

イ
プ
の
人
が
ア
ー
ト
、
文
化
、

ア
イ
デ
ィ
ア
を
交
換
で
き
る

有
機
的
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。
楊
氏

い
わ
く
、
独
立
系
書
店
の
経

営
は
大
変
で
は
あ
る
も
の
の
、

心
が
安
ら
ぎ
、
ア
イ
デ
ィ
ア

と
価
値
を
共
有
、
拡
散
で
き

る
よ
う
努
力
を
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

04. LGBTQIA+ コミュニティは年々台北における認知度と活
躍の幅を広げています。

05. 晶 晶 書 店 内 に あ る ギ ャ ラ リ ー 空 間 に は、 不 定 期 で
LGBTQIA+ のアーティストが制作した作品を展示しています。
( 写真 / 晶晶書店 )

06. 国内外の学者たちがジェンダー関連の情報交換のために
晶晶書店を訪れます。( 写真 / 晶晶書店 )
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楊
氏
は
、
台
北
は
間
違
い

な
く
世
界
のLGBTQ

IA+

の

「
首
都
」
と
し
て
成
長
し
て

い
る
と
話
し
ま
す
。
「
各
地

を
旅
行
し
ま
し
た
が
、
台
北

ほ
ど
性
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人

に
対
し
て
親
切
で
、
受
け
入

れ
ら
れ
て
い
る
場
所
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
」
。
楊
氏
は

台
北
に
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

や
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
よ

う
に
、LGBTQ

IA+

の
人
た
ち

に
と
っ
て
の
世
界
的
な
「
都

市
」
と
な
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

が
あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

台
湾
を
訪
れ
る
旅
行
者
の

多
く
が
台
北
の
賑
や
か
な
夜

に
魅
了
さ
れ
ま
す
。
日
本
時

代
の
建
物
で
あ
る
西
門
紅
楼

は
、
恐
ら
く
台
北
で
最
も
人

気
の
ナ
イ
ト
ス
ポ
ッ
ト
の
一

つ
で
し
ょ
う
。
こ
の
エ
リ
ア

に
は
ゲ
イ
バ
ー
、
ギ
ャ
ラ
リ

ー
、
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
が
数

多
く
並
び
、
夜
に
は
カ
ク
テ

ル
を
飲
み
、
ド
ラ
ァ
グ
ク
イ

ー
ン
の
シ
ョ
ー
、
夜
に
は
ダ

07

L
G

B
T

Q
IA

+

の 
｢

首
都
﹂

ン
ス
を
楽
し
む
人
々
で
賑
わ

い
ま
す
。
台
北
に
は
、
ゲ
イ

の
歴
史
を
た
ど
る
独
自
の
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
と
、
ド

ラ
ァ
グ
ク
イ
ー
ン
の
ホ
ス
ト

が
い
る
レ
イ
ン
ボ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
バ
ス
も
あ
り
ま
す
。

楊
氏
に
よ
る
と
、
地
方
政

府
と
地
域
団
体
は
、
こ
の
街

が
よ
りLGBTQ

フ
レ
ン
ド
リ

ー
に
な
る
よ
う
努
力
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。
例
を
挙

げ
る
と
、
台
北
市
立
聯
合
医

院
の
よ
う
な
市
内
の
病
院
の

医
者
と
看
護
師
は
ジ
ェ
ン
ダ

ー
や
セ
ク
シ
ャ
リ
テ
ィ
を
尊

重
し
、LGBTQ

IA+

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
対
し
て
セ
ン
シ
テ
ィ

ブ
で
あ
る
こ
と
を
教
え
ら
れ

ま
す
。

07. 性の多様性に対する意識が高くなるにつ
れて、台北も LGBTQIA+ の人々に優しい国際
的な都市へと変化を遂げてきました。

晶晶書店

中正区羅斯福路三段 210 巷 8 弄 8 号
14:00 ～ 21:30  ( 火水定休 )

住所
営業時間
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おすすめ作品リスト
台湾のセクシャリティやジェンダーに関する問
題について詳しく知りたい場合に、是非読んで
ほしい台湾の LGBTQIA+ 文学をいくつかご紹介
しています。

01
《孽子・ニエズ》/ 白先勇 ( バイ・シエンヨン )

白先勇の代表的な LGBTQIA+ 小説で、セクシュアリティが理由で追放されたゲ
イの高校生の物語です。同作はすぐに中国語の LGBTQIA + 文化の代表作となり、
映画化や舞台化も検討されました。

02

《ある鰐の手記》/ 邱妙津 ( チョウ・ミャオジン )

台北の戒厳令時代における同性愛者の生活を探った新時代の作品です。本作は、
「拉子」というニックネームの内向的なレズビアンが語り手となり、クラスメ
ートに対する彼女の屈折した魅力を探っていきます。この小説は、カウンター
カルチャーに傾く主人公の内向的な自己探求を描いたもので、瞬く間にカルト
的な人気を博しました。実際、台湾では 「拉子」がレズビアンを表すスラング
になりました。

03
《同志文学史：台湾の発明》/ 紀大偉 ( ジー・ダーウェイ )

この作品は、20 世紀半ばから 21 世紀初頭までの世紀をまたいだ台湾のクィア
文学の概要を紹介しています。長編、短編、散文、詩、ドラマなど、様々なタ
イプの台湾のクィア文学作品が掲載されている充実した書籍です。
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文：Seb Morgan　編集：下山敬之 　写真：Samil Kuo、Swing Taiwan、Walery

スイング文化が芽吹く街
台北のリズム

ラグタイムの音楽が流れる中、生き生きとしたダウンビートに合わせて革靴が左右にツイストしま
す。これはチャールストンと呼ばれるダンスの特徴で、その基本を教えてくれたのが林漢威 ( リン ‧
ハンウェイ ) 氏です。

「チャールストン、リンディホップ、バルボア、ウエストコースト ‧ スイング、どんな踊りであっ
ても、一度スイングを踊り始めると、それぞれのパーソナリティが見えてきます。それが僕の一番好
きなことですね」と林氏は語ります。

まだオープンから日が浅いにも関わらず、既に 6,000 人を超えるダンサーたちがその門を叩いてい
るスタジオ「Swing Taiwan」。このスタジオは 33 歳の林氏が設立したものです。プリーツシャツ
にスラックス、ハンチングをかぶり、スマートな出で立ちの林氏が、台北に活気をもたらしたそのノ
スタルジックなダンススタイルについて話してくれました。

01
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02

03

04

南
部
か
ら
サ
ヴ
ォ 

イ
へ
：
ス
イ
ン
グ
の

ル
ー
ツ

生
き
生
き
と
し
た
ツ
イ
ス

ト
、
ス
ラ
イ
ド
、
タ
ー
ン
で

す
ぐ
に
そ
れ
と
わ
か
る
ス
イ

ン
グ
と
呼
ば
れ
る
ダ
ン
ス
が

ダ
ン
ス
フ
ロ
ア
に
登
場
し
た

の
は
1
9
2
0
年
代
の
ア

メ
リ
カ
で
し
た
。
ア
フ
リ
カ

系
ア
メ
リ
カ
人
文
化
に
根
差

し
た
ス
タ
イ
ル
は
当
初
南
部

の
ア
フ
リ
カ
ン
ス
タ
イ
ル
か

ら
発
展
。
そ
の
後
1
9
2
3

年
の
チ
ャ
ー
ル
ス
ト
ン
、

1
9
2
8
年
の
リ
ン
デ
ィ
ホ

ッ
プ
な
ど
の
ス
タ
イ
ル
が
大

人
気
と
な
っ
て
幅
広
い
フ
ァ

ン
を
獲
得
し
て
い
き
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
サ
ヴ
ォ
イ

の
よ
う
な
ス
イ
ン
グ‧

ボ
ー

ル
ル
ー
ム
は
、
多
人
種
間
の

交
流
や
ダ
ン
ス
を
人
々
に
促

し
た
こ
の
時
代
初
の
場
と
し

て
も
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

ス
イ
ン
グ
が
生
ま
れ
た
時

代
は
、
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ

カ
人
た
ち
が
自
分
自
身
の
た

め
に
時
間
を
割
く
こ
と
な
ど

で
き
な
い
よ
う
な
、
人
種

間‧

経
済
間
差
別
が
激
し
い

時
代
だ
っ
た
と
林
氏
は
語
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
こ
の

よ
う
な
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
は
、

彼
ら
が
一
堂
に
集
ま
っ
て
新

た
な
友
情
を
育
め
る
社
交
場

と
し
て
、
重
要
な
役
を
担
っ

て
い
た
の
で
す
。
重
労
働
と

社
会
の
強
い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

か
ら
解
放
さ
れ
る
金
曜
日
の

夜
を
目
指
し
て
、
彼
ら
は
日
々

を
乗
り
切
っ
て
い
た
の
で
し

ょ
う
。
さ
ら
に
大
恐
慌
の
折

に
は
、
ジ
ャ
ズ
の
音
を
楽
し

み
、
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
踊
る

こ
と
が
、
多
く
の
人
々
に
と

っ
て
大
切
な
楽
し
み
と
な
り

ま
し
た
。

新型コロナウイルス特別警戒期間中は特に感染予防
に注意をしてください。 外出する際は必ずマスク
を着用し、各地の規則に従ってください。

TAIPEI からのお知らせ :

01. スイングの活気に満ちたステップとジャズの音楽は、
ダンサーたちの間で化学反応を起こします。 
( 写真 /Swing Taiwan ) 

02.  1920 年代にアメリカで生まれたスイングは、もとも
とアフリカ系アメリカ人の間で好まれたスタイルで、後
に大恐慌が起きた際には多くの人にとっての楽しみとな
りました。( 写真 /Walery )

03.  スイングの軽快なステップは日々のプレッシャーか
ら解放されるだけでなく、友情を結ぶこともできます。
( 写真 /Swing Taiwan )

04.  Swing Taiwan を設立した林漢威氏は、スイングを
通して得た経験を多くの人に共有したいと考えています。 

（ 写真 /Samil Kuo )
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台
北
で
ソ
ー
シ
ャ
ル

ダ
ン
ス
文
化
を
育
む

コ
ロ
ナ
鬱
も
吹
き
飛

ば
す

林
氏
は
交
換
留
学
生
と
し

て
ア
メ
リ
カ
に
滞
在
し
て
い

た
時
に
、
ス
イ
ン
グ
の
オ
ー

プ
ン
さ
に
惹
か
れ
た
と
い
い

ま
す
。
「
当
時
私
は
英
語
が

ま
だ
よ
く
話
せ
な
か
っ
た
の

で
、
友
達
が
で
き
ず
、
と
て

も
孤
独
で
し
た
。
し
か
し
、

あ
る
日
、
先
生
が
私
と
ク
ラ

ス
メ
ー
ト
た
ち
を
ギ
ャ
ラ
リ

ー‧

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
連
れ

て
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

こ
で
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ダ
ン
ス

の
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
て
い

た
の
で
す
が
、
そ
こ
に
い
た

人
た
ち
が
私
を
ダ
ン
ス
フ
ロ

ア
に
招
き
入
れ
て
く
れ
て
、

そ
こ
で
こ
の
『
繋
が
り
あ
う
』

と
い
う
感
覚
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
言
葉
が
話
せ

な
く
て
も
、
み
ん
な
と
一
緒

こ
の
記
事
の
執
筆
時
点
で

は
、
台
北
は
半
ロ
ッ
ク
ダ
ウ

ン
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

Sw
ing Taiw

an

で
は
オ
ン
ラ

に
楽
し
め
る
。
そ
れ
が
わ
か

っ
た
瞬
間
で
す
」
。

こ
う
し
て
林
氏
は
そ
の
魅

力
の
虜
と
な
り
、
台
北
に
戻

っ
て
か
ら
も
、
ダ
ン
ス
を
続

け
る
方
法
を
模
索
し
ま
し
た
。

｢

私
が
在
籍
し
て
い
た
国
立
台

湾
科
技
大
学
に
は
、
ス
イ
ン

グ
を
通
じ
て
英
語
を
教
え
る

教
授
が
い
た
の
で
す
。
な
の

で
、
そ
の
教
授
の
ク
ラ
ス
に

す
ぐ
に
登
録
し
ま
し
た
」
と

林
氏
は
大
学
時
代
を
振
り
返

り
ま
す
。

そ
の
教
授
の
ク
ラ
ス
は
素

晴
ら
し
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、

林
氏
は
た
だ
キ
ッ
ク
や
ス
ラ

イ
ド
を
学
ぶ
だ
け
で
は
満
足

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
「
ス

イ
ン
グ
は
た
だ
の
ダ
ン
ス
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ソ
ー
シ
ャ

ル
な
空
間
で
、
ス
イ
ン
グ
の

音
楽
を
か
け
、
ド
リ
ン
ク
を

勧
め
る
。
す
る
と
、
ダ
ン
ス

の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
、
繋
が

り
あ
う
中
で
、
新
た
な
交
流

や
友
人
が
生
ま
れ
ま
す
。
ス

イ
ン
グ
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ダ
ン

ス
の
文
化
そ
の
も
の
な
の
で

す
」
。

こ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

文
化
を
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
も

持
ち
込
も
う
と
、
林
氏
は

2
0
1
1
年
に
金
曜
夜
の
ダ

ン
ス
会
を
自
身
の
ラ
ボ
で
始

め
ま
し
た
。
「
金
曜
日
の
夜

に
み
ん
な
で
集
ま
り
、
ち
ょ

っ
と
ド
リ
ン
ク
を
飲
ん
で
、

ス
イ
ン
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に

合
わ
せ
て
踊
り
ま
し
た
」
と

林
氏
は
語
り
ま
す
。

彼
は
こ
の
毎
週
の
集
ま
り

の
人
気
が
高
ま
っ
て
い
る
こ

と
に
注
目
。
台
北
の
ジ
ャ
ズ

愛
好
家
の
中
で
、
ス
イ
ン
グ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ダ
ン
ス
パ
ー
テ

ィ
が
ヒ
ッ
ト
す
る
の
で
は
と

い
う
可
能
性
に
目
を
向
け
ま

06

05

す
。
そ
こ
か
ら
、
よ
り
理
想

的
な
場
所
を
見
つ
け
る
ま
で

に
時
間
は
か
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
2
0
1
2
年
か
ら
林

氏
は
華
山
1
9
1
4
文
化
創

意
産
業
園
区
で
金
曜
日
の
夜

に
無
料
の
ス
イ
ン
グ
パ
ー
テ

ィ
を
開
催
し
ま
す
。
「
5
月

に
こ
の
地
域
で
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
発
生
す

る
ま
で
、
年
間
50
回
、
毎
回

約
2
0
0
人
が
ダ
ン
ス
フ
ロ

ア
を
埋
め
尽
く
し
て
い
ま
し

た
。
ス
イ
ン
グ
の
人
気
が
、

ほ
ん
の
数
年
の
間
に
台
北
で

い
か
に
高
ま
っ
た
か
を
現
し

て
い
ま
す
」
と
林
氏
は
説
明

し
て
い
ま
す
。
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ダ
ン
ス
を
超
え
た 

魅
力林

氏
い
わ
く
「
ス
イ
ン
グ

と
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
で
あ
り
、

交
流
で
す
。
コ
ー
ル
ア
ン
ド

レ
ス
ポ
ン
ス
が
す
べ
て
な
の

で
す
。
ス
イ
ン
グ
を
踊
る
と

き
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
が
表
現
さ
れ
ま

す
。
こ
こ
で
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
、

独
身
の
方
、
普
段
は
あ
ま
り

外
出
し
な
い
と
い
う
方
が
交

流
を
楽
し
め
て
い
ま
す
」
と

語
り
。
ス
イ
ン
グ
が
彼
ら
自

身
も
気
づ
か
な
か
っ
た
内
面

の
表
現
に
一
役
買
っ
て
い
る

と
説
明
し
て
い
ま
す
。

「
台
北
の
ダ
ン
ス
シ
ー
ン

は
と
て
も
開
放
的
で
、
ダ
ン

ス
が
上
手
か
ど
う
か
で
相
手

を
判
断
す
る
よ
う
な
人
は
い

ま
せ
ん
。
こ
れ
も
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
お
い
て
大
切
な
こ
と

で
す
」
と
林
氏
は
続
け
ま
す
。

Sw
ing Taiw

an

の
ク
ラ
ス
に

参
加
し
た
り
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

ダ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す

る
の
に
、
ダ
ン
ス
の
経
験
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
生
徒
の

イ
ン
ク
ラ
ス
を
提
供
し
続
け

て
い
ま
す
。
林
氏
に
よ
る
と
、

大
半
の
生
徒
た
ち
が
、
家
で

一
人
で
も
練
習
で
き
る
チ
ャ

ー
ル
ス
ト
ン
と
い
い
ス
イ
ン

グ
の
一
種
を
学
ん
で
い
る
そ

う
で
す
。

「
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
ラ

イ
ブ
配
信
で
動
き
を
教
え
た

り
、
海
外
の
先
生
を
招
い
た

り
し
て
、
皆
の
興
味
が
薄
れ

な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

う
ち
お
よ
そ
10
％
は
他
国
出

身
者
の
た
め
、
ク
ラ
ス
は
バ

イ
リ
ン
ガ
ル
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
台
湾
の
ロ
ー
カ
ル
の

人
々
と
知
り
合
う
の
に
も
最

適
な
方
法
で
す
。  

林
氏
は
、
生
徒
た
ち
の
中

に
は
ス
イ
ン
グ
を
習
っ
た
こ

と
で
人
生
が
変
わ
っ
た
人
が

何
人
も
い
る
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
全
く
大
げ

さ
な
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

｢

私
の
ク
ラ
ス
で
一
緒
に
踊
っ

た
カ
ッ
プ
ル
の
う
ち
20
組
ほ

ど
は
、
そ
の
ま
ま
ご
結
婚
さ

れ
て
い
ま
す
」
と
彼
は
微
笑

み
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
結
婚
と

ま
で
は
い
か
な
く
て
も
、
ス

イ
ン
グ
を
習
う
こ
と
が
人
生

の
転
換
期
に
な
る
こ
と
は
あ

り
ま
す
。
「
ダ
ン
ス
を
習
っ

て
い
る
間
は
、
こ
の
大
き
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
入
る
よ
う

な
も
の
で
す
。
こ
こ
で
は
人
々

と
つ
な
が
り
あ
う
こ
と
が
で

き
、
自
信
が
生
ま
れ
て
き
ま

す
。
ス
イ
ン
グ
が
あ
れ
ば
、

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
」
と
林

氏
は
語
っ
て
い
ま
す
。

05. 台北市内の多くのスポットがスイングのボール
ルームとなり、世界中のダンサーに台北の活力を伝
えています。( 写真 /Swing Taiwan )

06. スイングは基礎的なステップを学ぶだけで、ダ
ンスパーティーに参加して他の人と一緒に踊ること
ができます。( 写真 /Swing Taiwan )

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
北
米
か
ら
参

加
し
て
く
れ
る
人
た
ち
も
い

て
、
以
前
よ
り
も
多
様
な

人
々
が
集
ま
る
ク
ラ
ス
に
な

り
ま
し
た
」
。
ま
た
林
氏
は

Sw
ing Fit

ク
ラ
ス
も
始
め
、

も
っ
と
動
き
の
あ
る
ク
ラ
ス

を
求
め
る
人
た
ち
に
、
レ
ト

ロ
ジ
ャ
ズ
の
ア
レ
ン
ジ
を
加

え
た
ズ
ン
バ
を
教
え
て
い
る

そ
う
で
す
。
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07

07.  台北で友達を作るならスイングのイベントに参加することが最適な方法です。( 写真 /Swing Taiwan )
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08

10

09

11

08-09.  繰り返し足を交差させるクロスウォオークはスイングの特徴的な動
作です。( 写真 /Samil Kao )

10-11.  右足を前方に蹴り出して左足は右足の後ろへ下げる。再び右足を前
にだして、左足を後ろに滑らせたらビッグキックとスライドの完成です。( 写
真 /Samil Kao )

自宅でスイングを踊るには
林氏の好きなチャールストンというスイングは、20 年代のブロードウェイミュージカルの「Runnin' 

Wild」で人気を博したエネルギッシュなダンススタイルです。この中のクラシックな動きをいくつか
教えてもらいましたので、ここで紹介していきます。

クロスウォーク

ビッグ ‧ キックとスライド 

パーティトリックとしても人気のあるクロスウォー
クは、簡単ですが目を引くステップです。足を T 字
に揃え、少しクロスして、右足を 90 度外側に向け
ます。

半拍で足を開きながら、つま先でピボットします。
そして右足を左足の後ろに戻して T 字に戻します。
これを８カウント繰り返します。つまり一拍ごとに
足が開いたりクロスしたりを繰り返すことになりま
す。リズムをつかめるようになると、足が音楽に合
わせて行ったり来たりするので、まるで後ろに滑っ
ているかのように見えます。

チャールストンで、異なるステップの間に挟む際
に使いやすいのがビッグ ‧ キックです。まずシン
プルなチャールストンのステップから始めます。
左足を右足の後ろに下げ、そして前に踏み出しま
す。そして右足を前に出し、今度は左足の後ろに
戻します。

ビッグ ‧ キックはこのステップのバリエーション
の一種です。右足を前に出すときに、斜めに 10 時
の方向へ蹴ることで、動きが弧を描くようになる
のです。ステップの名前もここから来ています。
このキックの勢いを使って右足を後ろに大きくさ
げ、左足を床につけたまま引き寄せます。これが
スライドの動きとなります。

SWING TAIWAN

サイト swingtaiwan.com
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文：Catherine Shih　編集：下山敬之 　写真：Samil Kuo、浪浪別哭

温かい家庭を求めて
「浪浪別哭」 保護ペットカフェ

一
風
変
わ
っ
た 

カ
フ
ェ

台
北
駅
か
ら
ほ
ど
近
い
林

森
北
路
の
静
か
な
小
道
の
中

に
「
浪
浪
別
哭(

ラ
ン
ラ
ン
ビ

エ
ク
ー)

」
と
い
う
保
護
ペ
ッ

ト
カ
フ
ェ
が
あ
り
ま
す
。
こ

こ
は
一
見
す
る
と
普
通
の
カ

フ
ェ
の
よ
う
で
す
が
、
メ
ニ
ュ

ー
の
中
に
は
捨
て
犬
や
捨
て

猫
た
ち
の
里
親
を
探
す
と
い

う
珍
し
い
項
目
が
あ
り
ま
す
。

2
0
1
5
年
に
台
北
で
設

立
さ
れ
た
こ
の
カ
フ
ェ
は
野

生
化
し
た
ペ
ッ
ト
の
一
時
的

な
保
護
施
設
も
兼
ね
て
い
る

場
所
で
す
。
現
在
で
は
台
北

の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
台
中
と

台
南
に
も
支
店
を
オ
ー
プ
ン

す
る
な
ど
広
が
り
を
見
せ
て

い
ま
す
。
こ
こ
は
雰
囲
気
の

い
い
カ
フ
ェ
と
し
て
コ
ー
ヒ

ー
を
楽
し
め
る
空
間
を
提
供

を
し
つ
つ
、
動
物
た
ち
と
ふ

れ
あ
い
、
性
格
や
相
性
を
確

か
め
な
が
ら
里
親
に
な
れ
る

か
を
判
断
で
き
る
場
所
で
す
。

「
私
た
ち
の
ゴ
ー
ル
は
、

便
利
で
落
ち
着
い
た
空
間
を

作
り
つ
つ
、
里
親
に
な
り
た

い
人
と
動
物
が
直
接
触
れ
あ

え
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と

で
す
」
と
語
る
の
は
、
浪
浪

別
哭
台
北
支
店
の
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
で
あ
る
洪
士
珉(

ホ
ン
・

シ
ー
ミ
ン)

氏
。

「
多
く
の
動
物
保
護
施
設

は
ス
ペ
ー
ス
と
許
容
量
の
関

係
で
街
の
中
心
部
か
ら
離
れ

た
場
所
に
あ
り
ま
す
。
せ
っ

か
く
里
親
に
興
味
を
持
っ
た

と
し
て
も
交
通
が
不
便
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
諦
め
て
し
ま

う
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
こ
な
ら
気
軽
に

カ
フ
ェ
と
し
て
立
ち
寄
っ
て

も
ら
い
、
直
接
動
物
と
触
れ

合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
多

少
飲
食
代
は
か
か
り
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
里
親
を
希
望
す
る

方
が
多
く
、
マ
ッ
チ
ン
グ
の

成
功
率
も
非
常
に
高
い
で
す
」

と
洪
氏
は
語
っ
て
い
ま
す
。 

里
親
と
な
る
以
外
に
も
、

店
内
で
買
い
物
を
す
る
こ
と

が
運
営
の
助
け
に
な
る
の
だ

そ
う
で
す
。
「
収
益
の
３
％

は
野
生
化
し
た
動
物
の
保
護
、

去
勢
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
元

01
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の
場
所
へ
戻
す
こ
と
を
一
貫

し
て
行
う
『
T
N
V
R
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
』
に
役
立
て
ら
れ

て
い
ま
す
」
。
こ
れ
は
野
生

化
す
る
動
物
の
数
を
制
限
す

る
効
果
的
か
つ
人
道
的
な
方

法
で
、
世
界
的
な
動
物
保
護

組
織
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
て

い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

「
ど
れ
だ
け
里
親
を
見
つ

け
ら
れ
た
と
し
て
も
野
生
化

し
た
動
物
の
数
は
と
て
も
多

い
の
で
、
こ
の
問
題
を
根
本

的
に
解
決
す
る
た
め
に
は
去

勢
の
利
点
を
理
解
し
て
も
ら

う
こ
と
が
大
切
で
す
。
現
在

台
北
支
店
で
は
、
成
犬
を
1

匹
、
幼
犬
を
3
匹
、
そ
し
て

猫
を
10
匹
保
護
し
て
い
ま
す
。

1
匹
の
里
親
が
見
つ
か
れ
ば
、

入
れ
替
わ
り
で
同
じ
種
類
の

動
物
を
新
た
に
1
匹
受
け
入

れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
私
た
ち
の
特
徴
の
一

つ
で
す
が
、
大
半
の
一
時
保

護
施
設
は
猫
専
用
で
す
。
し

か
し
、
私
た
ち
は
犬
と
猫
の

両
方
に
対
応
し
て
い
ま
す
」

と
洪
氏
は
説
明
し
ま
す
。 

野
生
化
し
た
動
物
の
受
け

入
れ
に
関
す
る
制
限
に
つ
い

て
は
、
「
犬
は
年
齢
が
若
く

て
も
サ
イ
ズ
が
大
き
い
犬
種

も
あ
る
の
で
、
私
た
ち
は
年

齢
で
は
な
く
サ
イ
ズ
で
分
け

て
い
ま
す
。
猫
に
関
し
て
は

サ
イ
ズ
や
年
齢
に
よ
る
制
限

は
設
け
て
い
ま
せ
ん
」
と
語

っ
て
い
ま
す
。

浪
浪
別
哭
は
交
通
の
便
が

い
い
と
い
う
利
点
の
他
に
、

動
物
た
ち
に
教
育
と
訓
練
を

施
す
こ
と
で
里
親
を
見
つ
け

や
す
く
し
て
い
ま
す
。
「
猫

は
も
と
も
と
猫
用
ト
イ
レ
の

使
い
方
を
本
能
で
分
か
っ
て

い
る
の
で
訓
練
が
し
や
す
い

で
す
。
犬
の
場
合
は
少
し
難

易
度
が
高
く
な
り
ま
す
」
と

洪
氏
は
言
い
ま
す
。 

訓
練
の
要
件
に
は
、
名
前

を
呼
ん
だ
際
に
反
応
す
る
か

と
い
う
基
本
的
な
内
容
も
含

ま
れ
て
い
て
、
も
う
少
し
訓

練
が
進
む
と
、
あ
ま
り
吠
え

な
い
、
散
歩
に
行
く
、
他
の

動
物
や
人
間
を
攻
撃
し
な
い

と
い
っ
た
項
目
が
増
え
る
そ

う
で
す
。
「
成
犬
の
場
合
は
、

育
っ
た
環
境
な
ど
に
よ
っ
て

02 01-02. 浪浪別哭保護ペットカフェは、保
護された犬や猫が里親を待つ中継施設とな

っています。

( 写真 / 浪浪別哭 )

03. 店内に貼られている写真はすべて、里
親を見つけた動物たちです。

03

は
訓
練
が
難
し
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。
野
生
化
し
て
か
ら

か
な
り
時
間
が
経
過
し
て
い

る
、
飼
い
主
に
虐
待
さ
れ
て

い
た
経
験
が
あ
る
と
い
っ
た

事
は
残
念
な
が
ら
良
く
あ
り

ま
す
。
で
す
か
ら
、
新
し
い

家
族
に
早
く
慣
れ
る
た
め
に

も
、
訓
練
を
す
る
こ
と
は
と

て
も
大
切
な
の
で
す
」
。
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04

05

里
親
に
必
要
な 

条
件台

北
市
動
物
保
護
所
に
よ

れ
ば
、
里
親
を
希
望
す
る
人

は
、
ま
ず
そ
の
動
物
に
会
い
、

申
込
用
紙
を
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、
獣

医
が
健
康
状
態
の
確
認
や
ワ

ク
チ
ン
摂
取
を
行
い
、
里
親

へ
引
き
渡
さ
れ
ま
す
。
浪
浪

別
哭
で
も
そ
の
過
程
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
洪
氏
は
里
親
が
25

歳
以
上
で
安
定
し
た
収
入
が

あ
る
こ
と
な
ど
を
条
件
と
し

て
加
え
て
い
ま
す
。
「
里
親

を
希
望
す
る
人
は
、
ま
ず
直

接
動
物
と
会
っ
て
、
お
互
い

の
相
性
を
確
認
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
犬
や
猫
た
ち
の

写
真
を
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
見

る
だ
け
で
は
不
十
分
で
す
」
。

「
相
性
が
合
え
ば
、
私
た

ち
は
そ
の
候
補
者
の
方
の
ご

自
宅
を
訪
問
し
、
ご
家
族
や

同
居
人
す
べ
て
に
お
会
い
し

て
、
動
物
の
飼
育
に
関
す
る

了
承
を
し
て
い
る
の
か
確
認

を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」

と
洪
氏
は
言
い
ま
す
。
実
際
、

家
族
が
動
物
の
引
き
取
り
の

こ
と
を
知
ら
ず
、
最
終
的
に

反
対
さ
れ
た
と
い
う
例
が
い

く
つ
か
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

｢

気
づ
い
た
ら
動
物
は
私
た

ち
の
も
と
に
返
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
う
い
っ
た
ケ
ー
ス

は
出
来
る
限
り
避
け
た
い
で

す
」
。

「
里
親
の
候
補
者
を
審
査

す
る
と
き
、
私
た
ち
は
彼
ら

の
価
値
観
や
ペ
ッ
ト
の
飼
育

に
対
す
る
考
え
に
つ
い
て
も

確
認
し
ま
す
。
例
え
ば
、
犬

は
鎖
で
繋
い
で
お
く
べ
き
と

か
バ
ル
コ
ニ
ー
で
飼
育
す
る

警
察
を
呼
ば
れ
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
な
の
で
、
時
々
犬

た
ち
を
自
分
の
家
に
連
れ
て

帰
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
幸

い
、
今
い
る
動
物
た
ち
は
か

な
り
落
ち
つ
い
て
い
る
の
で

助
か
っ
て
い
ま
す
。
と
は
い

え
カ
フ
ェ
も
運
営
し
て
い
る

の
で
、
動
物
た
ち
を
世
話
し

つ
つ
、
コ
ー
ヒ
ー
を
楽
し
め

る
空
間
を
提
供
す
る
こ
と
は

簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と

語
っ
て
い
ま
す
。

一
時
保
護
施
設
の

課
題
と
悩
み

動
物
保
護
施
設
に
つ
い
て

洪
氏
は
、
「
多
く
の
動
物
保

護
施
設
が
郊
外
に
あ
る
理
由

が
、
動
物
た
ち
の
騒
音
問
題

に
あ
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
街

中
で
一
時
保
護
施
設
を
運
営

す
る
私
た
ち
に
と
っ
て
一
番

大
き
な
問
題
と
言
え
ま
す
。

鳴
き
声
が
う
る
さ
い
と
い
う

こ
と
で
近
隣
の
方
か
ら
苦
情

を
頂
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
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06

07

と
い
う
考
え
の
場
合
は
、
申

し
込
み
を
却
下
さ
せ
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
考

え
は
飼
育
す
る
上
で
は
問
題

あ
り
ま
せ
ん
が
、
た
だ
環
境

を
提
供
す
る
と
い
う
だ
け
で

は
不
十
分
な
の
で
す
」
と
洪

氏
は
続
け
ま
す
。

浪
浪
別
哭
で
は
現
在
ま
で

に
、
お
よ
そ
1
0
0
0
匹
の

里
親
を
見
つ
け
て
き
ま
し
た
。

｢

私
た
ち
は
里
親
に
対
す
る
サ

ポ
ー
ト
を
惜
し
み
ま
せ
ん
。

個
別
に
情
報
共
有
を
し
て
い

る
の
で
、
問
題
が
発
生
し
た

際
も
す
ぐ
に
連
絡
を
も
ら
え

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
里
親
を

見
つ
け
つ
つ
、
出
来
る
限
り

お
手
伝
い
す
る
の
が
私
た
ち

の
役
目
で
す
」
。 

浪
浪
別
哭
で
飼
育
さ
れ
て

い
る
動
物
た
ち
の
ほ
と
ん
ど

は
、
提
携
し
て
い
る
ア
ニ
マ

ル
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
に
よ
っ
て

保
護
さ
れ
た
も
の
で
す
。
彼

ら
は
、
台
湾
の
犬
や
猫
を
引

き
取
り
た
い
と
希
望
す
る
海

外
在
住
の
里
親
に
向
け
た
国

05-06. 浪浪別哭で里親を希望する人は、まずカフェへ足を運び動物と直
接触れ合う必要があります。

04. 浪浪別哭では野生化した動物たちが人に触れる機会を与えるだけでな
く、人間社会に順応できるよう訓練も行っています。

07. 市内の中心部にある浪浪別哭では近隣への影響も考慮し、動物たちが
騒音を出さないよう管理しています。
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際
手
続
き
の
サ
ポ
ー
ト
も
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
う

し
た
手
続
き
は
非
常
に
複
雑

で
あ
る
こ
と
か
ら
浪
浪
別
哭

で
は
、
今
の
と
こ
ろ
国
内
で

の
里
親
探
し
に
焦
点
を
当
て

て
い
ま
す
。 

「
里
親
に
な
る
以
外
に
も
、

地
域
の
保
護
所
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
し
て
も
ら
え
る
と
非

常
に
助
か
り
ま
す
。
殺
処
分

禁
止
政
策
に
よ
り
、
政
府
は

野
生
化
し
た
動
物
の
安
楽
死

を
禁
止
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
動
物
た
ち
の
た
め
に
な
る

と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実

際
に
は
保
護
所
と
そ
こ
で
働

く
人
々
に
大
き
な
負
荷
を
課

す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で

す
」
と
洪
氏
は
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。

台
北
市
動
物
保
護
所
で
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
つ

つ
、
犬
や
猫
の
世
話
を
希
望

す
る
人
た
ち
に
向
け
た
訓
練

コ
ー
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

家
に
迎
え
い
れ
る
こ
と
は
で

き
な
く
て
も
、
こ
の
よ
う
な

方
法
で
動
物
た
ち
を
助
け
る

こ
と
が
可
能
で
す
。 

ペ
ッ
ト
に
優
し
い

街
を
目
指
し
て

「
台
北
に
は
多
く
の
動
物

た
ち
に
と
っ
て
過
ご
し
や
す

い
環
境
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

例
え
ば
松
山
区
の
川
沿
い
に

あ
る
迎
風
狗
運
動
公
園
は
、

動
物
た
ち
が
駆
け
回
る
の
に

十
分
な
広
さ
が
あ
り
ま
す
」

と
洪
氏
は
言
い
ま
す
。
こ
の

公
園
は
飼
い
主
が
座
っ
て
ゆ

っ
く
り
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
し
、
ペ
ッ
ト
も
遊

具
を
使
っ
て
自
由
に
遊
べ
ま

す
。
ペ
ッ
ト
と
飼
い
主
、
両

方
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
つ
つ
楽

し
め
る
場
所
な
の
で
す
。
他

に
も
管
理
が
行
き
届
い
て
い

る
こ
と
も
こ
の
公
園
が
優
れ

て
い
る
ポ
イ
ン
ト
と
言
え
ま

す
。
犬
た
ち
が
物
を
壊
し
て

し
ま
う
こ
と
は
よ
く
あ
り
ま

す
。
そ
の
上
で
、
す
べ
て
を

キ
レ
イ
な
状
態
に
保
つ
こ
と

は
と
て
も
重
要
で
す
。

さ
ら
に
浪
浪
別
哭
で
は
台

北
の
学
校
機
関
と
も
協
力
し

て
い
て
、
ペ
ッ
ト
は
買
わ
ず

に
里
親
に
な
る
よ
う
推
奨
し

08
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て
い
ま
す
。
ま
た
、
血
統
に

よ
る
違
い
は
な
く
、
す
べ
て

の
動
物
が
平
等
で
あ
る
と
い

う
考
え
方
も
洪
氏
た
ち
が
強

く
主
張
す
る
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

特
定
の
血
統
に
こ
だ
わ
っ
て

ペ
ッ
ト
を
購
入
す
る
と
い
う

人
が
多
い
た
め
で
す
。
浪
浪

別
哭
で
保
護
し
て
い
る
動
物

の
多
く
は
ミ
ッ
ク
ス
種
で
す

が
、
実
は
こ
ち
ら
の
方
が
丈

夫
で
飼
い
や
す
い
と
い
う
利

点
が
あ
り
ま
す
。 

「
私
た
ち
は
常
に
ペ
ッ
ト

を
買
う
前
に
、
ま
ず
里
親
に

な
る
こ
と
を
お
勧
め
し
て
い

ま
す
。
誰
で
あ
っ
て
も
保
護

さ
れ
た
動
物
た
ち
に
温
か
い

家
庭
を
提
供
す
る
手
助
け
が

で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
洪
氏
は
述
べ
て
い
ま
す
。

08. 台北市内にはペットが遊べる公園が
多いので、屋外で一緒に楽しい時間を過
ごすことができます。( 写真 / 浪浪別哭 )

09. 浪浪別哭で保護している犬や猫はす
べてミックス種で、外見は様々ですが、
いずれもかわいい見た目をしています。

10. カフェと保護施設をかけ合わせた浪
浪別哭は、動物福祉を広める社会的な企
業です。

09

10

浪浪別哭（台北店）

中正区林森北路 9 巷 13 号
12：00 ～ 21：00
www.langlangdontcry.com.tw

住所 
営業時間
サイト
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写真 /Samil Kuo
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秋日は静かな空間で本を読み、心を落ち着けましょう。
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01

文：Elisa Cohen　編集：下山敬之 　写真：Green Media

台北のグリーンダイニング革命
農家から食卓へ

気候変動による環境への影響が懸念される中、世界中のあらゆる産業はサスティナブルな経済活動の
維持が求められています。食文化においてもオーガニックや地元産の食材を求めるトレンドが起こるな
ど、消費者の意識は変化しています。

ただ、外食をする際に消費者が食材を選ぶことはできません。そこで、台北市文化探索協会では、グ
リーンダイニング・ガイドを作成して「緑食（グリーンフード）宣言」を推奨。掲載されている「グリ
ーンレストラン」を選ぶことで、環境に優しく良質な食事が食べられるようになりました。

今季の《TAIPEI》ではグリーンダイニングガイドの共同創設者である何佳穎（ホージャーイン）氏
をお招きし、「グリーンフード」の精神や目的についてお話を伺いました。
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農
家
と
飲
食
店
が
作

る
エ
コ
な
食
品
基
準 

「
私
た
ち
の
ゴ
ー
ル
は
飲

食
店
に
質
の
良
い
食
事
を
提

供
し
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。

グ
リ
ー
ン
ダ
イ
ニ
ン
グ
ガ
イ

ド
を
通
じ
て
、
土
地
や
環
境

に
配
慮
す
る
飲
食
店
同
士
が

繋
が
り
、
消
費
者
に
も
こ
の

精
神
が
伝
わ
っ
て
い
っ
て
欲

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と

何
氏
は
語
っ
て
い
ま
す
。  

03

02

01. 地元産の季節に準じた食材を使用することは、グリ
ーンダイニングガイドの重要な指標の 1 つです。

02. 全国の小規模農家が集まっていてる台北の水花園有
機農夫市集では、エコな農作物が簡単に購入できます。

03. 台北市文化探索協会は志を同じくする仲間と協力
し、「グリーンフード宣言」を広めています。

「
水
花
園
有
機
農
夫
市
集
」

と
い
う
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
運
営

す
る
台
北
市
文
化
探
索
協
会

で
は
、
飲
食
店
を
訪
問
し
提

携
農
家
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食

材
を
勧
め
て
い
ま
し
た
。
そ

の
中
で
多
く
の
飲
食
店
が
グ

リ
ー
ン
フ
ー
ド
の
理
念
を
掲

げ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た

そ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
こ
う

し
た
飲
食
店
を
サ
ポ
ー
ト
し

よ
う
と
グ
リ
ー
ン
ダ
イ
ニ
ン

グ
ガ
イ
ド
を
作
成
し
ま
し
た
。

本
ガ
イ
ド
に
つ
い
て
何
氏

は
、
「
グ
リ
ー
ン
フ
ー
ド
の

コ
ン
セ
プ
ト
は
ま
だ
台
湾
の

消
費
者
に
あ
ま
り
浸
透
し
て

い
ま
せ
ん
。
飲
食
店
に
は
厳

格
な
基
準
の
順
守
を
求
め
る

代
わ
り
に
、
販
促
の
支
援
を

行
い
、
そ
れ
を
通
し
て
こ
の

コ
ン
セ
プ
ト
が
広
く
浸
透
し

て
く
れ
た
ら
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

緑
食
宣
言
の
基
準
に
は
、

地
元
産
の
季
節
に
準
じ
た
食

材
を
優
先
す
る
こ
と
、
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
食
材
を
優
先
す
る

こ
と
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な

生
態
学
的
お
よ
び
海
洋
原
理

に
準
ず
る
こ
と
、
添
加
物
の

使
用
を
減
ら
す
こ
と
、
ベ
ジ

タ
リ
ア
ン
の
た
め
の
オ
プ
シ

ョ
ン
を
提
供
す
る
こ
と
、
リ

ソ
ー
ス
の
枯
渇
と
無
駄
を
減

ら
す
こ
と
、
と
い
う
6
項
目

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
強
制
的
な
基

準
や
厳
格
な
規
制
と
い
う
わ

け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も

自
主
的
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

で
す
。「
項
目
を
定
め
る
上

で
、
み
ん
な
で
一
緒
に
で
き

る
こ
と
な
の
だ
と
感
じ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
多
様
性
に
あ
ふ

れ
た
言
葉
や
表
現
を
使
い
ま

し
た
」
と
何
氏
は
話
し
ま
す
。
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台
北
の
グ
リ
ー
ン
レ

ス
ト
ラ
ン
の
現
状
：

機
会
と
課
題

外
食
が
主
流
の
台
北
は
、

台
湾
に
お
け
る
グ
リ
ー
ン
ダ

イ
ニ
ン
グ
ガ
イ
ド
の
起
点
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。
「
緑
食

宣
言
を
推
進
し
始
め
た
と
き

は
、
最
適
な
レ
ス
ト
ラ
ン
を

探
す
べ
く
何
件
も
訪
問
し
、

ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る

か
を
説
明
し
ま
し
た
」
と
何

氏
は
言
い
ま
す
。

「
私
た
ち
が
見
つ
け
た
お

店
だ
け
で
な
く
、
自
主
的
に

参
加
を
し
て
く
れ
た
飲
食
店

も
あ
り
ま
す
。
台
北
に
は
現

在
約
40
軒
の
グ
リ
ー
ン
レ
ス

ト
ラ
ン
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
コ
ン
セ
プ
ト
に
適
し
た
飲

食
店
は
も
っ
と
あ
る
は
ず
で

す
」
。

中
国
料
理
か
ら
西
洋
料
理
、

カ
フ
ェ
、
ベ
ー
カ
リ
ー
、
ド

リ
ン
ク
ス
タ
ン
ド
ま
で
、
台

北
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
グ
リ
ー

ン
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
り
ま
す
。

植
物
由
来
の
食
材
と
グ
ル
テ

ン
フ
リ
ー
の
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン

メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る

｢Plants

」
と
い
う
レ
ス
ト
ラ

ン
も
そ
の
一
つ
で
す
。 

ま
た
、
自
然
食
を
提
供
す

る
「O

oh Cha Cha

」
と
い

う
レ
ス
ト
ラ
ン
とPlants

は

英
語
表
記
の
メ
ニ
ュ
ー
が
あ

る
こ
と
か
ら
外
国
人
の
お
客

さ
ん
も
多
く
、
ど
ち
ら
も
ヴ

ィ
ー
ガ
ン
料
理
を
提
供
し
て

い
る
お
店
で
す
。
「
小
小
蔬

房
」
も
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の

ピ
ク
ル
ス
な
ど
を
台
湾
の
食

材
と
海
外
の
料
理
を
組
み
合

わ
せ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
メ
ニ
ュ

ー
を
提
供
。
使
用
さ
れ
て
い

る
野
菜
は
い
ず
れ
も
、
エ
コ

フ
ァ
ー
マ
ー
が
栽
培
し
た
も

の
で
す
。

何
氏
に
よ
れ
ば
、
台
北
の

消
費
者
た
ち
は
受
容
性
が
高

く
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
や
オ

ー
ガ
ニ
ッ
ク
、
地
元
産
の
食

材
に
も
オ
ー
プ
ン
で
す
。
ま

た
、
グ
リ
ー
ン
フ
ー
ド
の
コ

ン
セ
プ
ト
に
対
す
る
理
解
も

早
く
、
環
境
保
護
な
ど
に
貢

献
し
よ
う
と
グ
リ
ー
ン
レ
ス

ト
ラ
ン
を
選
択
す
る
人
た
ち

が
増
え
て
い
ま
す
。

0405

06

04. ヴィーガンやローフードを提供する「Plants」
は、台北でも人気のグリーンレストランの 1 つです。

05. Ooh Cha Cha では全て植物由来の食材を使用し
て、メキシコとアメリカ料理を作り上げています。

06. 小小蔬房では新鮮な野菜と果物を使い、食材本
来の味を引き出した料理を提供しています。
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集
団
の
強
み
と
エ
コ

ス
フ
ィ
ア
の
推
進

「
無
農
薬
農
家
、
質
の
高

い
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
、
飲
食
店
、

消
費
者
の
橋
渡
し
と
な
る
の

が
私
た
ち
の
役
目
で
す
」
と

何
氏
は
主
張
し
ま
す
。
彼
女

た
ち
は
飲
食
店
を
繋
ぐ
だ
け

で
な
く
、
「
グ
リ
ー
ン
メ
デ

ィ
ア
」
と
い
う
媒
体
を
運
営

し
、
農
家
や
飲
食
店
の
経
営

者
、
消
費
者
た
ち
の
情
報
共

有
の
場
を
提
供
。
食
材
に
関

す
る
リ
サ
ー
チ
結
果
や
レ
シ

ピ
な
ど
を
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で

シ
ェ
ア
し
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
活
動
を
通
じ
て
、
よ
り

多
く
の
人
々
に
グ
リ
ー
ン
イ

ニ
シ
ア
チ
ブ
の
構
想
や
環
境

的
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
つ

い
て
広
め
る
努
力
を
続
け
て

い
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
メ
デ
ィ
ア
は
、

グ
リ
ー
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
を
見

つ
け
る
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
で
も
あ
り
ま
す
。
農

業
委
員
会
農
糧
署
の
協
力
の

レ
ス
ト
ラ
ン
や
関
連
す
る

組
織
は
グ
リ
ー
ン
ダ
イ
ニ
ン

グ
ガ
イ
ド
の
繋
が
り
を
利
用

し
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
環

境
へ
配
慮
を
し
つ
つ
、
経
済

的
に
成
長
す
る
方
法
を
模
索

し
て
い
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル

可
能
な
容
器
の
使
用
す
る
た

め
に
、
飲
食
店
が
共
同
で
製

造
元
に
交
渉
す
る
な
ど
が
そ

の
例
で
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
蔓
延

に
よ
る
影
響
が
大
き
い
小
規

模
な
お
店
も
、
他
店
と
協
力

を
し
て
い
く
こ
と
で
危
機
的

状
況
を
回
避
し
、
成
長
を
続

け
て
い
る
こ
と
が
何
氏
の
喜

び
だ
と
言
い
ま
す
。
こ
う
し

た
協
力
関
係
が
、
ウ
ィ
ン
ウ

ィ
ン
の
機
会
を
よ
り
多
く
生

み
出
す
き
っ
か
け
と
な
っ
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

07

07. グリーンライフガイドマップでは台北及び台湾各地のグリーンレストランやオーガニック農場を
紹介しています。

も
と
、
台
湾
全
土
の
グ
リ
ー

ン
レ
ス
ト
ラ
ン
や
無
農
薬
農

家
、
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ

ッ
ト
な
ど
を
紹
介
す
る
グ
リ

ー
ン
ラ
イ
フ
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
消
費
者
は
食

材
の
仕
入
れ
元
や
生
産
者
、

そ
れ
ら
の
食
材
が
ど
こ
で
ど

の
よ
う
に
育
っ
た
の
か
を
知

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

「
消
費
者
に
対
し
て
正
直

で
あ
る
こ
と
は
、
グ
リ
ー
ン

レ
ス
ト
ラ
ン
の
基
本
で
す
」

と
何
氏
は
語
り
ま
す
。
緑
食

宣
言
で
は
消
費
者
と
の
信
頼

構
築
の
た
め
、
飲
食
店
に
は

使
用
す
る
食
材
や
仕
入
元
と

い
っ
た
情
報
の
開
示
を
求
め

て
い
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、

利
益
を
追
求
す
る
だ
け
の
従

来
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
は

異
な
り
ま
す
。
「
よ
り
良
い

食
事
を
提
供
す
る
」
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
を
重
視
し
、
そ

の
維
持
に
努
め
る
小
規
模
経

営
の
お
店
が
中
心
で
す
。
何

氏
は
、
そ
う
し
た
飲
食
店
の

繋
が
り
を
深
め
、
利
益
を
生

み
出
し
な
が
ら
も
、
よ
り
環

境
に
優
し
い
サ
イ
ク
ル
が
生

ま
れ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て

い
ま
す
。

グリーンダイニングガイド

サイト greenmedia.today/map_search.php
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文：Elisa Cohen　編集：下山敬之 　写真：Samil Kuo、Green Media、macglee、changyisheng、泔米食堂

台北にあふれるお米の魅力
お米の都市

台湾では「食飽未（もう食べた ）？」という挨拶がよく使われます。台湾の文化において美味しいも
のを食べることがどれだけ大切かが良く伝わる表現と言えるでしょう。そんな台湾で最も主要な食べ物
はお米です。台湾の米栽培は、考古学的物証からおよそ 3,500 ～ 5,000 年前に始まったとされています。
また 20 世紀初頭には、台湾における重要な輸出品にもなっていました。

毎食お米を消費していた昔と比べると、現代の台湾人はお米との繋がりが希薄になりつつあります。
都会に住む人々は、口にしているお米がどこから来たものか気にすることもなく、実際に自らお米を炊
くことさえも稀な状態です。そんな中、種類豊富な台湾米の素晴らしさを都会の人々に伝えるべく、台
北の中心街に小さなレストランがオープンしました。

創設者の顧瑋 ( グー ‧ ウェイ ) 氏は、長い時間と労力を費やして質の高い地元産の材料を探求してき
ました。彼女たちの願いは、地元産の食材を使った料理を提供し、消費者がこれらの商品を購入するき
っかけを作ることです。この方法は地域の食材の多様さを理解し、味を理解してもらえるので、長期的
な農作物の消費に繋がります。そこで顧氏はチームで「泔米食堂 ( ガンミーシータン )」というお店を
設立。台北の人々に、台湾米や農産品を知る機会を提供しています。

《TAIPEI》では、泔米食堂のマネージャーを務める劉馥熒 ( リョウ ‧ フーイン ) 氏をお迎えし、台湾
の特製米料理が人気を集めている理由、台湾米の知名度向上の現状についてお話を伺いました。

01
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02

03

04

米
を
通
じ
て
知
る 

台
湾泔

米
食
堂
は
、
高
層
ビ
ル

の
間
に
ひ
っ
そ
り
と
建
つ
古

い
レ
ン
ガ
造
り
の
建
物
の
中

に
あ
り
ま
す
。
趣
の
あ
る
木

の
ド
ア
を
開
け
る
と
、
中
に

は
暖
か
な
光
が
あ
ふ
れ
、
長

テ
ー
ブ
ル
の
上
に
料
理
が
並

ん
で
い
ま
す
。

使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
地

元
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
材
の

他
、
台
湾
中
の
農
家
、
精
米

所
、
農
業
協
会
を
巡
っ
て
厳

選
し
た
宜
蘭
、
花
蓮
、
台
東
、

02-03. 紅磚矮房の中にある泔米
食堂では家庭料理の他に、台湾
各地の農作物も販売しています。

01. 台湾の多様な地理的環境が、
様々な種類の台湾米を育み、豊
かな米食文化を生み出しました。

04. 泔米食堂では地元の米と食
材を使い、台湾独自の飲食文化
を料理の中で表現しています。
( 写真 /Green Media )

屏
東
で
栽
培
さ
れ
た
米
で
す
。

「
レ
ス
ト
ラ
ン
を
経
営
す

る
と
い
う
よ
り
も
、
台
湾
各

地
の
食
文
化
を
集
め
、
展
示

す
る
感
覚
で
す
」
と
劉
氏
は

語
っ
て
い
ま
す
。
メ
ニ
ュ
ー

は
通
常
、
地
域
ご
と
の
米
を

数
種
類
選
び
、
そ
の
地
域
の

食
材
と
合
わ
せ
て
考
案
す
る

の
だ
そ
う
で
す
。
例
え
ば
花

蓮
の
赤
も
ち
米
で
作
っ
た
飯

糰
（
お
に
ぎ
り
）
と
、
地
元

の
人
が
良
く
使
う
山
菜
と
豚

肉
を
合
わ
せ
る
日
も
あ
れ
ば
、

台
東
の
米
と
山
菜
を
使
っ
た

お
粥
。
ま
た
は
「
阿
粨
」
と

い
う
地
域
性
の
あ
る
チ
マ
キ

に
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
を
添
え
た

サ
イ
ド
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
、
地

域
の
農
産
物
と
文
化
を
料
理

で
表
現
す
る
日
も
あ
り
ま
す
。

「
台
湾
米
の
良
い
と
こ
ろ

は
、
様
々
な
風
味
の
米
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
」
と
劉

氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
台
湾

は
小
さ
い
島
国
で
あ
り
な
が

ら
も
、
そ
の
地
理
条
件
は
極

め
て
多
様
で
す
。
そ
の
た
め
、

同
じ
地
域
の
中
で
も
地
形
、

気
候
、
土
壌
が
異
な
り
、
様
々

な
種
類
の
米
が
育
ち
ま
す
。
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毎
食
が
米
料
理

「
台
北
で
は
他
の
地
域
に

行
く
こ
と
な
く
、
特
別
な
台

湾
米
を
使
っ
た
料
理
が
味
わ

え
ま
す
」
と
劉
氏
は
言
い
ま

す
。
そ
の
理
由
は
米
料
理
が

地
域
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

深
く
根
付
き
、
さ
ら
に
料
理

も
常
に
変
化
を
続
け
て
い
る

た
め
で
す
。
台
湾
で
は
朝
か

ら
夜
ま
で
、
い
つ
で
も
米
料

理
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
と
え
ば
、
有
名
な
朝

食
の
メ
ニ
ュ
ー
に
蘿
蔔
糕
（
大

根
餅
）
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
は
イ
ン
デ
ィ
カ
米
の
ラ
イ

ス
ミ
ル
ク
か
ら
作
ら
れ
て
い

ま
す
し
、
イ
ン
デ
ィ
カ
米
に

も
ち
米
を
合
わ
せ
た
飯
糰
も

あ
り
ま
す
。

他
に
も
歯
ご
た
え
の
あ
る

米
粉
湯
（
ビ
ー
フ
ン
ス
ー
プ
）

や
塩
味
の
効
い
た
碗
粿
（
ミ

ル
ク
粥
）
、
草
仔
粿
と
い
う

ハ
ー
ブ
入
り
の
餅
、
油
飯
（
お

こ
わ
）
、
肉
圓
（
肉
だ
ん
ご
）
、

米
菓
な
ど
、
す
べ
て
台
北
の

ど
こ
で
も
食
べ
ら
れ
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
味
わ
い
豊
か
な

メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
、
米
を
使

っ
た
デ
ザ
ー
ト
も
多
く
、
夏

に
は
か
き
氷
と
一
緒
に
出
さ

れ
る
米
苔
目
、
冬
に
は
体
を

温
め
て
く
れ
る
湯
圓
が
人
気

で
す
。  

台
北
で
は
米
菓
の
種
類
も

た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
か
ら
、

劉
氏
は
「
一
日
中
お
米
ば
か

り
食
べ
て
い
る
こ
と
に
気
づ

い
て
い
な
い
外
国
人
の
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
」
と
笑
い

ま
す
。

泔
米
食
堂
で
は
赤
も
ち
米

粉
か
ら
作
っ
た
ケ
ー
キ
な
ど

オ
リ
ジ
ナ
ル
米
菓
や
デ
ザ
ー

ト
も
多
数
開
発
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ケ
ー
キ
は
ふ
ん
わ
り
と

し
た
柔
ら
か
い
食
感
と
し
っ

と
り
と
し
た
質
感
、
花
蓮
の

赤
い
も
ち
米
を
使
用
し
た
温

か
み
の
あ
る
色
合
い
、
独
特

な
風
味
が
特
徴
で
す
。 

麹
で
米
を
発
酵
さ
せ
て
作

っ
た
自
家
製
甘
酒
も
大
人
気
。

食
品
添
加
物
は
不
使
用
、
で

ん
ぷ
ん
由
来
の
純
粋
な
甘
み

が
感
じ
ら
れ
る
健
康
的
な
一

品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

他
に
も
玄
米
製
の
ホ
ッ
ト

0506

07

05. 台湾の一般的な料理の中には隠れた米料理
も多く、ライスミルクを使って作られる蘿蔔糕

（大根餅）もその一つです。( 写真 /macglee )

06. 台北の有名な屋台料理の米粉湯（ビーフン
スープ）もまた米を使って作られた料理です。
( 写真 /changyisheng )

07. 甘さとしょっぱさのある米糕（おこわ）は、
もち米を使って作られています。( 写真 / 泔米
食堂 )
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良
質
な
お
米
の 

炊
き
方

「
私
た
ち
の
目
的
は
多
く

の
人
に
お
米
を
食
べ
て
も
ら

う
こ
と
な
の
で
、
泔
米
食
堂

の
メ
ニ
ュ
ー
の
メ
イ
ン
は
も

ち
ろ
ん
お
米
で
す
」
と
劉
氏

は
言
い
ま
す
。
行
政
院
農
委

会
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
台
湾

に
お
け
る
お
米
の
消
費
は
過

去
40
年
の
間
に
著
し
く
低
下
。

だ
か
ら
こ
そ
泔
米
食
堂
は
良

質
な
台
湾
米
の
知
名
度
を
上

げ
、
消
費
者
た
ち
に
地
方
の

味
と
と
も
に
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
運
営
を
し
て
い
ま

す
。
加
え
て
同
店
で
は
、
来

店
者
に
対
し
て
自
炊
を
推
奨

し
て
い
ま
す
。

劉
氏
は
い
わ
く
、
お
米
を

炊
く
と
き
の
ヒ
ン
ト
は
質
の

08

09

良
い
米
を
買
う
こ
と
。
そ
れ

を
良
く
研
い
で
、
し
っ
か
り

水
に
浸
け
ま
す
。
米
粒
は
ス

ポ
ン
ジ
こ
と
よ
う
に
水
を
す

ぐ
に
吸
収
す
る
の
で
、
良
質
な

水
で
米
の
汚
れ
を
素
早
く
洗

い
落
と
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
し
て
お
米
を
水
に
浸
し
、

し
っ
か
り
と
水
を
吸
収
さ
せ

る
こ
と
で
食
感
の
ム
ラ
を
な

く
し
ま
す
。
米
と
水
の
比
率

は
１
対
１
で
、
浸
す
時
間
は

20
分
か
ら
１
時
間
ほ
ど
が
ベ

ス
ト
で
す
。
通
常
、
小
さ
い

米
粒
や
食
感
の
柔
ら
か
い
品

種
は
短
時
間
浸
け
、
逆
の
場

合
は
浸
す
時
間
を
長
く
し
ま

す
。
時
間
は
お
米
の
パ
ッ
ケ

ー
ジ
に
記
載
が
あ
る
の
で
、

そ
れ
を
参
照
す
る
の
が
オ
ス

ス
メ
で
す
。

米
が
炊
き
上
が
っ
た
ら
、

蓋
を
開
け
る
前
に
5
分
ほ
ど

蒸
ら
し
、
し
ゃ
も
じ
で
炊
飯

器
の
中
の
湯
気
が
均
等
に
い

き
わ
た
る
よ
う
米
を
か
き
混

ぜ
ま
す
。

コ
ン
ロ
で
米
を
炊
く
場
合

は
、
水
が
沸
騰
す
る
ま
で
は

中
火
、
そ
の
後
は
鍋
に
蓋
を

し
て
弱
火
で
ゆ
っ
く
り
炊
き

ま
す
。
炊
飯
時
の
水
加
減
は

米
の
種
類
に
よ
っ
て
異
な
り
、

米
粒
が
短
い
ほ
ど
必
要
な
水

の
量
も
少
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
劉
氏
は
お
米
の
保
存

方
法
を
い
く
つ
か
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。
炊
飯
前
の
お
米

は
蓋
が
で
き
る
容
器
で
密
封

し
、
出
来
る
限
り
冷
蔵
を
し

ま
し
ょ
う
。
そ
う
で
な
い
と

米
は
常
に
湿
気
や
不
純
物
を

吸
収
す
る
た
め
、
味
が
変
わ

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
炊
飯
後

は
炊
き
あ
が
っ
て
か
ら
す
ぐ

に
容
器
で
密
封
し
、
冷
凍
し

ま
す
。
湯
気
が
立
つ
ほ
ど
熱

い
状
態
で
冷
凍
す
る
方
が
、

温
め
な
お
し
た
時
に
風
味
が

損
な
わ
れ
ま
せ
ん
。

気
候
や
食
文
化
、
社
会
的

な
変
化
が
、
台
湾
の
米
料
理

を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
泔

米
食
堂
で
は
、
そ
の
伝
統
を

守
り
な
が
ら
斬
新
な
ア
イ
デ

ィ
ア
で
米
料
理
を
開
発
し
つ

つ
、
よ
り
多
く
の
人
が
そ
の

魅
力
に
気
付
い
て
く
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

泔米食堂

大安区和平東路二段 175 巷 12 号
11：00 ～ 13：00 ； 17：00 ～ 19：00 
 ( 木曜、土日定休 )

ケ
ー
キ
ミ
ッ
ク
ス
、
台
湾
の

調
味
料
各
種
と
合
わ
せ
た
煎

餅
（
チ
ヂ
ミ
）
な
ど
、
質
の

高
い
台
湾
米
製
品
を
開
発
し
、

多
く
の
人
に
そ
の
味
を
知
っ

て
も
ら
う
機
会
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

08. 小麦粉の代わりに赤もち米を使ったケーキは、米独
自の香りとしっとりとした食感が特徴です。

09. 純米と米麹を使って作られた泔米釀（自家製甘酒）は、
米本来の味わいが存分に引き出されています。

住所 
営業時間
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文：Jamie R. Wood　編集：下山敬之 　写真：Samil Kuo

台北のバーとカクテル文化
魂の一杯

交通量の多い建国高架道路の高架下には、板金で覆われた小さな平屋が建っています。このユニー
クな建物は、無数の高層ビルに囲まれた台北ではあまり見られません。この特徴的な通りの中には

「HiBoRu 嗨啵噜 ハイボール」というバーがあります。
店内には日本語が書かれた看板とむき出しの梁、KIRIN の赤い冷蔵庫とガラス窓越しに見える厨房。

そして、バーカウンターの奥には種類豊富なワインボトルとグラスがカテゴリーごとに分類されてい
ます。

お店に足を踏み入れると、野球帽を後ろ向きにかぶったオーナーが出迎えてくれ、このお店やカク
テルについてお話を聞かせてくれました。

01
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02

03

01. 台北のカクテル文化と地元の特徴が混ざり合うこ
とで、他にはない独自の味わいを作り出します。

02. バーテンダーとして 20 年以上の経験を持つ小 T
は、台北のバー業界に新たな特色を加えました。

03. カウンターの奥にある業務用冷蔵庫とレトロな食
器棚は、いずれもバーテンディングに欠かせない存在
です。

こ
の
バ
ー
の
オ
ー
ナ
ー 

は
、
小
T
と
い
う
あ
だ
名
で

親
し
ま
れ
て
い
る
黄
俊
憲(

ホ

ァ
ン
・
ジ
ュ
ン
シ
エ
ン)

氏

(

以
降
、
小
T
と
表
記
）
。

彼
は
1
9
8
0
年
代
か
ら

1
9
9
0
年
代
に
か
け
て
台

湾
南
部
で
育
ち
、
高
校
卒
業

後
す
ぐ
に
外
食
産
業
へ
就
職
。

28
歳
の
時
に
バ
ー
業
界
で
よ

り
大
き
な
舞
台
に
挑
戦
す
る

た
め
に
台
北
へ
引
っ
越
す
決

心
を
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
約

15
年
、
小
T
は
念
願
の
お
店

｢HiBoRu
嗨
啵
噜 

ハ
イ
ボ
ー

ル
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

お
店
の
名
前
は
、
日
本
語

の
ハ
イ
ボ
ー
ル
を
ロ
ー
マ
字

と
中
国
語
の
当
て
字
で
表
記

し
、
並
べ
た
も
の
。
小
T
は

バ
ー
テ
ン
の
国
際
大
会
で
あ

る
「
デ
ィ
ア
ジ
オ 

ワ
ー
ル
ド

ク
ラ
ス
」
の
台
湾
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
で
す
。
店
名
に
も
な
っ

て
い
る
ハ
イ
ボ
ー
ル
は
、
時

代
を
超
越
し
た
古
典
的
な
カ

ク
テ
ル
の
1
つ
で
、
ソ
ー
ダ

水
に
ス
ピ
リ
ッ
ツ
（
蒸
留
酒
）

を
加
え
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
す

べ
て
ハ
イ
ボ
ー
ル
に
分
類
で

き
ま
す
。
作
る
の
が
最
も
簡

単
で
あ
り
な
が
ら
、
最
も
奥

深
い
カ
ク
テ
ル
な
の
だ
そ
う

で
す
。
ま
た
、
ソ
ー
ダ
水
を

ベ
ー
ス
に
使
用
す
る
こ
と
こ

そ
が
、
ハ
イ
ボ
ー
ル
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
中
核
と
な

っ
て
い
ま
す
。
「
ハ
イ
ボ
ー

ル
の
よ
う
に
、
シ
ン
プ
ル
な

ド
リ
ン
ク
と
つ
ま
み
を
提
供

す
る
シ
ン
プ
ル
な
お
店
を
オ

ー
プ
ン
し
た
い
と
考
え
ま
し

ハ
イ
ボ
ー
ル
の
意
味

は
「
シ
ン
プ
ル
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
、
奥
が
深

い
﹂

た
」
と
小
T
は
語
り
ま
す
。

構
想
こ
そ
シ
ン
プ
ル
で
し

た
が
、
準
備
と
計
画
に
は
1

年
以
上
を
要
し
ま
し
た
。
た

だ
、
店
内
の
レ
ト
ロ
な
雰
囲

気
を
見
る
限
り
、
「
ハ
イ
ボ

ー
ル
」
的
な
お
店
と
言
え
ま

す
。
「
台
北
に
店
を
オ
ー
プ

ン
し
た
ら
、
下
積
み
時
代
の

思
い
出
を
再
現
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
私
に
と
っ

て
、
1
9
8
0
年
代
は
ク
ラ

シ
ッ
ク
な
時
代
な
の
で
、
店

内
は
す
べ
て
当
時
流
行
し
て

い
た
も
の
で
統
一
し
ま
し

た
」
。
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お酒は適量を

台
湾
の
北
部
と
南
部
で
働

い
た
経
験
を
持
つ
小
T
は
、

台
湾
の
バ
ー
業
界
の
変
遷
を

見
届
け
た
生
き
証
人
で
す
。

台
湾
現
代
社
会
の
初
期
に
は
、

バ
ー
文
化
に
対
す
る
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
な
固
定
観
念
が
あ
り
ま

し
た
。
「
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
の

仕
事
を
学
び
た
い
と
家
族
に

言
っ
た
時
、
家
族
は
私
が
悪

い
影
響
を
受
け
る
と
思
っ
て

い
ま
し
た
」
と
小
T
は
振
り

返
り
ま
す
。
台
湾
初
の
バ
ー

は
、
台
湾
駐
留
米
軍
の
存
在

と
密
接
に
関
係
し
て
い
て
、

飲
酒
絡
み
の
ト
ラ
ブ
ル
も
ニ

ュ
ー
ス
と
し
て
報
道
さ
れ
た

そ
う
で
す
。
「
そ
れ
ま
で
の

バ
ー
は
娯
楽
目
的
で
飲
み
に

行
く
人
が
ほ
と
ん
ど
で
、
飲

み
物
の
品
質
は
か
な
り
悪
か

っ
た
で
す
」
と
小
T
は
指
摘

し
ま
す
。

小
T
は
こ
の
業
界
に
参
入

し
た
当
初
、
米
軍
の
ほ
と
ん

ど
が
台
北
に
駐
留
し
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
南
部
は
バ
ー

の
選
択
肢
が
多
く
な
い
こ
と

に
気
が
付
き
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
利
用
客
も
馴
染
み
の

お
店
以
外
で
は
飲
み
慣
れ
て

い
な
い
人
が
ほ
と
ん
ど
。
し

か
し
、
台
北
の
お
店
は
南
部

と
は
メ
ニ
ュ
ー
が
全
く
違
い
、

さ
ら
に
お
店
を
ハ
シ
ゴ
す
る

人
も
多
く
い
ま
し
た
。
当
時

は
安
和
路
に
バ
ー
が
並
び
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
が
大
半
だ
っ

た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
そ

う
し
た
違
い
も
徐
々
に
み
ら

れ
な
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

1
9
9
0
年
代
以
降
、
多
く

の
国
際
的
な
チ
ェ
ー
ン
店
が

台
湾
に
進
出
し
、
お
酒
の
選

択
肢
が
増
え
た
た
め
で
す
。

｢

T
G
I
フ
ラ
イ
デ
ー
ズ
は
、

特
に
台
北
の
バ
ー
業
界
に
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
」

と 

小
T
は
言
い
ま
す
。

現
在
の
フ
ラ
イ
デ
ー
ズ
と

い
え
ば
、
カ
ク
テ
ル
よ
り
も

食
事
を
連
想
す
る
人
の
方
が

多
い
で
す
。
し
か
し
、
以
前

は
ア
ル
コ
ー
ル
メ
ニ
ュ
ー
が

多
く
、
そ
の
お
か
げ
で
台
北

に
も
ま
と
も
な
バ
ー
テ
ン
ダ

ー
が
登
場
し
た
と
小
T
は
説

明
し
ま
す
。「
フ
ラ
イ
デ
ー
ズ

04. 小 T は時代の変化に伴い、バーテンディングの細部やステップにより注意を払う人が増えることを信じています。

04

バ
ー
文
化
の
進
化
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は
、
厳
格
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
訓
練

と
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
カ

ク
テ
ル
の
比
率
や
専
門
用
語
、

バ
ー
の
清
掃
な
ど
を
教
え
、

そ
れ
が
台
北
に
お
け
る
バ
ー

業
界
の
ル
ー
ル
と
な
り
ま
し

た
。
私
の
指
導
員
も
フ
ラ
イ

デ
ー
ズ
の
出
身
で
す
。
私
も

ま
た
そ
の
方
法
に
従
っ
て
従

業
員
を
育
成
し
て
い
ま
す
」
。

05

国
際
化
が
進
む
中
、
小
T

は
2
0
1
1
年
に
デ
ィ
ア
ジ

オ
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
で
優
勝
。

台
湾
の
バ
ー
業
界
で
一
躍
有

名
に
な
り
ま
し
た
。
彼
は
、

こ
の
国
際
競
争
の
波
が
台
湾

に
到
来
し
た
こ
と
は
、
台
北

の
バ
ー
業
界
の
ロ
ー
カ
ラ
イ

ズ
に
貢
献
し
た
と
考
え
て
い

ま
す
。
「
デ
ィ
ア
ジ
オ
が
推

進
し
て
い
る
の
は
、
ク
ラ
シ

ッ
ク
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
に
つ
い

て
の
正
し
い
理
解
で
す
。
例

え
ば
、
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド

ア
イ
ス
テ
ィ
ー
の
発
祥
地
、

主
原
料
、
ど
の
よ
う
な
味
に

す
べ
き
か
な
ど
で
す
。
こ
れ

が
き
っ
か
け
で
、
バ
ー
テ
ン

ダ
ー
は
カ
ク
テ
ル
の
起
源
や

レ
シ
ピ
を
真
剣
に
研
究
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
。

台
湾
を
代
表
し
て
国
際
舞

台
で
戦
お
う
と
す
る
人
々
は
、

古
典
的
な
味
以
外
に
も
他
に

学
ぶ
べ
き
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

｢

私
が
国
際
大
会
で
台
湾
出
身

と
言
っ
た
と
き
、
私
の
こ
と

を
本
気
で
認
め
る
人
は
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
バ
ー
テ
ン
デ

ィ
ン
グ
に
台
湾
の
味
を
取
り

入
れ
る
こ
と
は
、
世
界
に
私

た
ち
の
存
在
を
知
ら
し
め
る

最
良
の
方
法
で
あ
り
、
こ
れ

は
台
湾
人
の
バ
ー
テ
ン
ダ
ー

に
と
っ
て
の
崇
高
な
使
命
で

も
あ
り
ま
す
」
と
小
T
は
語

り
ま
す
。

今
日
の
台
北
の
バ
ー
業
界

は
、
特
別
な
材
料
を
混
ぜ
る

と
い
っ
た
試
み
が
あ
ち
こ
ち

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
の
想
像
力

が
真
に
試
さ
れ
る
機
会
で
す
。

例
え
ば
、
「HiBoRu

嗨
啵
噜 

ハ
イ
ボ
ー
ル
」
の
代
表
的
な

カ
ク
テ
ル
の
1
つ
で
あ
る
「
ブ

05. ブラックキャットカヤコ ( 写
真右 ) とレッドサスペンス ( 写真
左 ) は、「HiBoRu 嗨啵嚕 ハイボ
ール」が心を込めて作り出した人
気のカクテルです。

世
界
の
流
行
を
台
北

で
ロ
ー
カ
ラ
イ
ズ

ラ
ッ
ク
キ
ャ
ッ
ト
カ
ヤ
コ
」

は
、
レ
ミ
ー
マ
ル
タ
ン
の
フ

ロ
ー
ラ
ル
な
香
り
に
、
台
南

の
有
名
な
カ
フ
ェ
「
鬼
咖
啡
」

が
焙
煎
し
て
醸
造
し
た
ほ
ろ

苦
い
コ
ー
ヒ
ー
を
ブ
レ
ン
ド

し
て
い
ま
す
。
ア
ブ
サ
ン
と

キ
ン
カ
ン
の
果
汁
を
少
し
加

え
て
苦
味
を
加
え
た
、
ア
ル

コ
ー
ル
と
カ
フ
ェ
イ
ン
が
神

経
を
刺
激
す
る
一
杯
で
す
。

他
に
も
「
レ
ッ
ド
サ
ス
ペ
ン

ス
」
は
、
台
湾
で
は
欠
か
せ

な
い
フ
ル
ー
ツ
、
ロ
ー
ゼ
ル

の
シ
ロ
ッ
プ
、
ビ
ー
ト
ジ
ュ

ー
ス
、
桑
の
実
の
酢
を
加
え

た
カ
ク
テ
ル
。
真
っ
赤
な
液

体
と
苦
味
が
有
名
な
イ
タ
リ

ア
産
の
カ
ン
パ
リ
を
ベ
ー
ス

に
し
て
い
る
の
で
、
の
ん
び

り
と
し
た
夜
を
楽
し
む
の
に

最
適
で
す
。



59 58TAIPEI AUTUMN  2021

FOOD & DRINKS

現
在
、
台
北
の
一
部
の
バ

ー
で
は
特
別
な
内
装
か
、
派

手
な
カ
ク
テ
ル
を
提
供
す
る

こ
と
で
差
別
化
を
図
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
「HiBoRu

嗨
啵
噜 

ハ
イ
ボ
ー
ル
」
で
は

カ
ク
テ
ル
だ
け
で
な
く
、
他

の
バ
ー
で
は
あ
ま
り
注
目
さ

れ
て
い
な
い
お
つ
ま
み
に
こ

だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

小
T
は
台
湾
の
台
所
と
呼

ば
れ
る
台
南
の
出
身
で
、
伝

統
的
な
南
部
風
の
炕
肉
飯
（
カ

カクテルを引き立てる定番の
おつまみ

ン
ロ
ー
フ
ァ
ン
）
や
滷
味
（
ル

ー
ウ
ェ
イ
）
を
食
べ
て
育
ち

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
環
境

が
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

与
え
、
お
酒
に
合
う
お
か
ず

の
開
発
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
「
私
の
お
店
は
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
食
事
が
で
き
る
バ

ー
だ
と
思
っ
て
も
ら
い
た
い

で
す
」
と
小
T
は
言
い
ま
す
。

伝
統
的
に
炕
肉
に
は
料
理

酒
を
使
用
し
ま
す
が
、
こ
こ

で
は
バ
ー
ボ
ン
を
使
っ
て
煮

込
み
ま
す
。
そ
の
理
由
に
つ

い
て
「
料
理
酒
の
効
果
は
肉

や
魚
の
臭
み
を
取
り
除
く
こ

と
で
す
が
、
ウ
イ
ス
キ
ー
を

使
え
ば
臭
み
を
取
り
除
く
だ

け
で
な
く
、
脂
の
乗
っ
た
豚

肉
の
う
ま
味
を
最
大
限
に
引

き
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
」

と
説
明
し
て
い
ま
す
。

も
う
1
つ
の
人
気
メ
ニ
ュ

ー
で
あ
る
滷
味
に
は
、
ウ
ズ

ラ
の
卵
、
牛
肉
の
ハ
チ
ノ
ス

と
ブ
リ
ス
ケ
、
砂
肝
、
ピ
ー

ナ
ッ
ツ
な
ど
が
入
っ
て
い
て
、

独
特
の
香
り
が
特
徴
で
す
。

小
T
に
よ
れ
ば
、
滷
味
に
使

用
す
る
材
料
は
特
性
や
煮
込

み
時
間
が
違
う
た
め
、
一
定

し
た
風
味
を
確
保
す
る
た
め

に
、
各
材
料
を
個
別
に
調
理

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

今
日
、
台
北
各
地
に
バ
ー

は
あ
り
ま
す
が
、
「HiBoRu

嗨
啵
噜 

ハ
イ
ボ
ー
ル
」
で
は

料
理
か
ら
内
装
、
そ
し
て
最

も
重
要
な
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
に

ま
で
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
な
ハ
イ
ボ
ー
ル

が
ス
ピ
リ
ッ
ツ
と
ソ
ー
ダ
水

の
組
み
合
わ
せ
で
出
来
る
よ

う
に
、
こ
の
お
店
は
複
雑
さ

と
シ
ン
プ
ル
さ
、
革
新
と
伝

統
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

お
酒
が
何
倍
も
楽
し
め
る
空

間
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。

06.「HiBoRu 嗨啵噜 ハイボール」では台湾独自の料理をおつまみとして提供する
ことで、独特で心地よい時間を作り出しています。

07. 炕肉飯をバーボンウイスキーで煮込むことで、お肉を柔らかくし、独特の香り
を加えています。 

06

07

カ
ク
テ
ル
を
引
き 

立
て
る
定
番
の 

お
つ
ま
み

HIBORU 嗨啵噜 ハイボール

中山区建國北路一段 20 巷 2 号
18：00 ～ 2：00 ( 日曜定休 )

住所 
営業時間

コロナウイルス感染拡大の影響で、営業時間は変更となる
可能性があります。まずは営業状況を確認し、感染予防対
策を行った上で足を運ぶようにしましょう。

TAIPEI からのお知らせ
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ヒント !
自宅に計量カップがない場合は、別の容器を用意し、
プラムワイン 1：アスパラジュース 1：ソーダ水 2.5
の割合で入れると簡単に作ることができます。

➊（お好みで）空のグラスを冷凍庫で 2 ～ 3 時間冷や
してから作ると味が良くなります。

➋ 冷やしたグラスに氷を数個入れます。数はお好みで
調整してください。

➌ 梅酒 40ml をグラスに注ぎます。

➎ ソーダ水 100ml を梅酒とアスパラジュースに加え
ます。

➏ 上記をマドラーまたはスプーンでかき混ぜます。

➍ アスパラジュース 40ml をグラスに加えます。

➐（お好みで）氷の上にドライオレンジを数枚スライスし
て添えると、見た目にも味にもアクセントが加わります。

小 T 直伝、台湾風フレーバーカクテルの作り方
梅酒とアスパラジュースを使って台湾風カクテルを作りましょう！酸味と甘味が特徴の梅酒は、初秋

の夜にぴったりのお酒。一方、台北のコンビニでよく見かけるアスパラジュースは、台湾の定番ジュー
スです。この 2 種類が混ざり合うことで、珍しい味わいのカクテルが生まれます。

クロスウォーク

作り方 :

梅酒：40ml ( メーカーはお好み )
アスパラジュース：40ml
ソーダ水：100ml
氷： 少々
ドライオレンジ：お好みで

グラス：200ml ～ 300ml
計量カップ：1 個
マドラーまたはスプーン：1 本

必要器具 :材料 :
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文：Catherine Shih　編集：下山敬之 　写真：柯淑玲、Taiwan Scene、Yenping Yang

台北を彩る潑墨芸術

01. 芸術の鑑賞と創作活動は、人々を忙し
い生活から抜け出させ、自らの内側を探求
する機会となります。

02. 人生の大きな転機を経験した柯氏は、
現在台北で自由かつ平穏な日々を送ってい
ます。

03. 大胆かつ自由な潑墨  芸術は、画家の人
生そのものが表現されています。

01

02
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ス
ト
レ
ス
や
不
安
、
意
気

消
沈
な
ど
精
神
的
に
辛
い
と

き
、
芸
術
や
絵
画
は
心
を
落

ち
着
か
せ
る
手
助
け
を
し
て

く
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
都
会

で
忙
し
い
毎
日
を
送
る
人
た

ち
に
と
っ
て
非
常
に
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
な
ス
ト
レ
ス
の
発

散
方
法
で
す
。
自
然
や
文
化
、

美
し
い
景
観
と
い
っ
た
芸
術

の
素
材
が
豊
富
な
台
北
は
、

03

才
能
あ
る
芸
術
家
を
育
て
る

最
高
の
土
壌
と
言
え
る
で
し

ょ
う
。

そ
ん
な
台
北
の
街
角
か
ら

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受

け
て
い
る
の
が
潑
墨
画
家
で

あ
る
柯
淑
玲(

コ
ー
・
シ
ュ
ー

リ
ン)

氏
。
彼
女
の
家
庭
は
決

し
て
裕
福
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
芸
術

の
追
求
を
や
め
ま
せ
ん
で
し

た
。
「
私
は
小
学
校
の
頃
か

ら
書
道
に
ハ
マ
っ
て
い
ま
し

た
。
先
生
は
私
に
や
る
気
を

だ
さ
せ
よ
う
と
、
林
三
益(

リ

ン
サ
ン
イ
ー)

と
い
う
毛
筆
専

門
店
の
毛
筆
セ
ッ
ト
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
た
の
で
す
。

そ
れ
が
人
生
に
お
け
る
初
恋

で
あ
り
、
運
命
的
な
出
会
い

で
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け

に
私
は
芸
術
を
探
求
す
る
旅

を
は
じ
め
ま
し
た
」
と
柯
氏

は
語
り
ま
す
。

10
代
の
頃
に
は
、
生
活
の

た
め
に
様
々
な
仕
事
を
経
験

し
、
陶
芸
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
働

い
た
際
に
は
、
よ
く
陶
芸
作

品
を
鑑
賞
し
た
そ
う
で
す
。

そ
の
後
、
柯
氏
は
上
司
の
弟

と
結
婚
し
、
芸
術
業
界
へ
進

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
家
族
で
ア
メ
リ

カ
へ
移
住
し
た
後
、
29
歳
の

若
さ
で
が
ん
と
診
断
さ
れ
た

の
で
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
柯

氏
は
「
闘
病
を
き
っ
か
け
に

私
は
仏
教
に
関
心
を
持
つ
よ

う
に
な
り
、
信
仰
に
よ
っ
て

生
と
死
の
力
を
体
験
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
こ
の
苦
闘
を

芸
術
は
精
神
的
な 

癒
や
し

芸
術
へ
と
昇
華
し
ま
し
た
」

と
述
べ
て
い
ま
す
。
が
ん
を

見
事
に
乗
り
越
え
た
柯
氏
は
、

自
由
な
人
生
を
最
大
限
に
謳

歌
し
て
い
ま
す
。
「
こ
れ
だ

け
の
こ
と
を
経
験
し
た
の
で
、

こ
れ
か
ら
は
何
者
に
も
自
由

を
奪
わ
れ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
自
然
を
感
じ
、
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
起
こ
す
自
由
を
満
喫
し

て
い
ま
す
」
。
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台
湾
に
帰
国
し
た
柯
氏
は
、

台
北
市
の
石
牌(
シ
ー
ピ
ー)

に
居
住
。
新
た
な
人
生
の
第

一
歩
を
踏
み
出
せ
た
こ
と
に

感
謝
を
し
て
い
ま
す
。
「
毎

朝
、
鏡
の
中
の
自
分
を
見
な

が
ら
自
分
が
恵
ま
れ
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
」
と
柯
氏

は
言
い
ま
す
。
「
私
は
普
段
、

写
経
や
瞑
想
を
し
て
心
を
落

ち
着
か
せ
て
い
ま
す
。
家
か

ら
ア
ト
リ
エ
ま
で
の
わ
ず
か

10
分
間
で
す
が
、
毎
日
の
ウ

04. 柯氏は毎週のように陽明山に登り、自然に触れています。( 写
真 /Taiwan Scene )

05. 柯氏にとって博物館や美術館巡りは台北におけるリラックス
方法の 1 つであり、創作のインスピレーションを得る機会でもあ
ります。( 写真 /Yenping Yang )

06. 柯氏はファッションデザイナーとコラボし、自らの作品をドレ
スの上で表現しました。

04

05

ォ
ー
キ
ン
グ
も
欠
か
し
ま
せ

ん
。
作
品
の
ク
オ
リ
テ
ィ
に

つ
い
て
も
、
経
本
の
字
を
筆

で
描
く
こ
と
で
向
上
を
図
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
維
持
の
た
め
に
、
毎

日
自
分
自
身
に
語
り
か
け
て

書
道
の
練
習
時
間
を
確
保
し

て
い
ま
す
」
。
柯
氏
は
練
習

を
何
年
も
続
け
て
腕
を
磨
く

こ
と
で
、
達
人
や
プ
ロ
の
域

に
至
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。 

｢

私
は
生
涯
を
通
じ
て
芸
術
と

宗
教
を
追
求
し
て
い
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
私
は
こ

の
道
の
プ
ロ
に
な
れ
る
の
で

す
」
と
柯
氏
は
語
り
ま
す
。

台
北
で
イ
ン
ス
ピ 

レ
ー
シ
ョ
ン
＆ 

リ
ラ
ッ
ク
ス

柯
氏
は
自
身
の
台
北
の
楽
し

み
方
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

｢

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得

る
た
め
に
、
台
北
市
立
美
術

館
や
国
立
故
宮
博
物
院
、
国

立
歴
史
博
物
館
、
国
立
国
父

紀
念
館
な
ど
台
北
市
内
の

様
々
な
美
術
館
や
ア
ー
ト
ギ

ャ
ラ
リ
ー
を
よ
く
訪
れ
ま

す
」
。
柯
氏
は
各
芸
術
家
の

表
現
方
法
や
作
品
の
鑑
賞
に

よ
っ
て
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
得
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
然
芸
術
の
壮
大

さ
に
触
れ
る
こ
と
も
多
い
そ

う
で
す
。
「
毎
週
、
陽
明
山

を
探
索
し
て
い
ま
す
。
陽
明

山
は
と
て
も
落
ち
着
く
場
所

で
、
台
北
に
い
な
が
ら
心
か

ら
自
然
と
一
体
化
で
き
る
大

好
き
な
場
所
で
す
。
他
に
も

登
山
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
し

て
い
る
と
、
自
然
の
息
吹
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。
木
々
を
鑑
賞
し
た
り
、

芝
生
で
の
ん
び
り
と
過
ご
し

た
り
、
虫
の
鳴
き
声
を
聞
き

な
が
ら
風
の
変
化
を
感
じ
た

り
し
て
い
ま
す
」
。
柯
氏
は

語
り
な
が
ら
目
を
キ
ラ
キ
ラ

さ
せ
、
自
然
を
構
成
す
る
こ

れ
ら
の
要
素
が
想
像
力
を
刺

激
し
、
芸
術
作
品
の
完
成
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
る
と
説

明
し
ま
す
。
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柯
氏
は
作
品
制
作
に
不
可

欠
な
筆
と
墨
汁
の
購
入
に
つ

い
て
、
「
私
は
ち
ょ
っ
と
セ

ン
ス
が
独
特
で
す
。
な
の
で
、

先
生
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ

た
林
三
益
の
筆
セ
ッ
ト
が
、

私
に
と
っ
て
の
ベ
ス
ト
チ
ョ

イ
ス
で
し
た
。
こ
の
筆
セ
ッ

ト
は
現
在
も
林
三
益
の
お
店

で
購
入
で
き
ま
す
」
と
述
べ

て
い
ま
す
。

柯
氏
は
他
の
芸
術
か
ら
デ

ザ
イ
ン
を
思
い
つ
く
そ
う
で

す
。
そ
の
た
め
、
黄
淑
琦(

ホ

ァ
ン
・
シ
ュ
ー
チ
ー)

氏
や
傅

子
菁(

フ
ー
・
ズ
ー
ジ
ン)

氏

な
ど
台
北
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
か

ら
布
を
購
入
し
て
い
ま
す
。 

｢

傅
子
菁
さ
ん
と
は
、

2
0
1
1
年
の
台
北
国
際
花

卉
博
覧
会
で
コ
ラ
ボ
し
ま
し

た
。
潑
墨
芸
術
と
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
・
衣
料
デ
ザ
イ
ン
が
融

合
し
た
の
で
す
。
こ
の
よ
う

に
芸
術
は
あ
ら
ゆ
る
物
と
つ

な
が
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず

で
す
。
そ
れ
が
創
造
と
革
新

を
続
け
て
い
く
モ
チ
ベ
ー
シ

06

芸
術
は
人
生
の
一
部

芸
術
か
ら
愛
を
発
見

ョ
ン
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
街
の
あ
ち
こ
ち
に
並
木

道
が
な
ら
ぶ
台
北
で
は
、
至

る
所
で
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
感
じ
ま
す
」
。

柯
氏
は
こ
れ
ま
で
専
門
的

な
指
導
を
受
け
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
楊
善
深

(

ヤ
ン
・
シ
ャ
ン
シ
ェ
ン)

氏

や
趙
無
極(
ジ
ャ
オ
・
ウ
ー
ジ

ー)

氏
、
朱
徳
群(
ジ
ュ
ー
・

ダ
ー
チ
ュ
ン)

氏
な
ど
芸
術
界

の
巨
匠
た
ち
か
ら
影
響
を
受

け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
巨

匠
は
ア
ジ
ア
の
潑
墨
と
西
洋

芸
術
を
見
事
に
融
合
さ
せ
ま

し
た
。
「
他
の
芸
術
家
の
方
々

が
い
つ
も
私
の
励
み
に
な
り

ま
す
し
、
重
要
な
こ
と
は
周

り
か
ら
の
批
判
を
気
に
せ
ず
、

自
分
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を

制
作
す
る
こ
と
だ
と
教
え
て

く
れ
ま
す
」
と
誇
ら
し
げ
に

述
べ
て
い
ま
す
。

柯
氏
は
芸
術
家
の
教
え
を

支
え
に
し
な
が
ら
、
自
分
の

芸
術
作
品
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を

探
し
て
い
ま
す
。
彼
女
い
わ

く
、
芸
術
は
内
な
る
自
分
、

そ
し
て
人
間
性
と
愛
の
発
見

で
す
。
そ
う
述
べ
る
彼
女
は
、

地
元
の
病
院
で
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
多
く
の
時
間
を

割
き
、
自
分
の
経
験
を
も
と

に
他
の
が
ん
患
者
を
励
ま
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て

他
の
人
た
ち
が
最
高
の
人
生

を
送
り
、
よ
り
多
く
の
出
来

事
を
経
験
で
き
る
よ
う
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
る
の
で
す
。
「
私

に
と
っ
て
芸
術
と
は
、
愛
を

分
け
与
え
、
人
生
の
真
の
価

値
を
探
求
す
る
こ
と
で
す
」
。

柯
氏
の
人
生
の
探
求
は
終

わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
「
新

し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
た
め

の
や
り
た
い
事
リ
ス
ト
が
あ

る
の
で
す
が
、
台
北
は
そ
の

新
し
い
活
動
を
見
つ
け
る
の

に
最
適
な
場
所
で
す
」
。
都

会
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
体
で
感

じ
て
い
る
彼
女
に
と
っ
て
、

台
北
は
尽
き
る
こ
と
の
な
い

革
新
や
創
造
、
自
己
表
現
の

源
泉
と
な
っ
て
い
ま
す
。



旅のお役立ち情報
TRAVEL INFO

バス情報

大人：現金、EasyCard いずれも 1 区間ごとに 15 元
学生：現金は 1 区間ごとに 15 元、EasyCard の場合は 1 区間ごとに 12 元 
( 学生証の提示が必要 )
身長 115cm 未満あるいは満 6 歳の小人 ：身分証がある場合は無料

乗車運賃： バスの路線情報：

Taipei eBus
ebus.gov.taipei/

YouBike は台北市の公共レンタサイクルで、Easy カードやクレジットカードでレンタルが可能です。利用料金は 30 分ごとに発生し、レンタル時間の長さ
によって変動します。詳細は以下を参照してください。

YouBike のレンタル会員になりたい方は、こちらのページよりご登録ください：taipei.youbike.com.tw/home

YouBike 情報

30 分以內

5 元

30 分 〜 4 時間以内

30分ごとに 10 元

4 時間 〜 8 時間以内

30分ごとに 20 元

8 時間以上

30分ごとに 40 元

EasyCard iPASS

電子マネーとして、チャージするだけで MRT( 都市交通システム ) など公共交通機関やコンビニ
エンスストア、特約商店での小額決済ができます。シェアサイクルの YouBike にも使えます。
購入は MRT やコンビニなどの取扱店で。

電子マネー：

切符：

IC トークン ( 片道切符 )
NT$20-65 NT$150 

MRT 1 デイパス
NT$180 

24時間パス
NT$280 

48時間パス
NT$380 

72 時間パス

営業時間：06:00 ～ 24:00　　24 時間お客様専用ダイヤル：(02)218-12345台北 MRT

無限周遊カード
有効期間は 

1 日 /2 日 /3 日券 
NT$1,200/1,600/1,900 元 

交通周遊カード 
有効期間は 

1 日 /2 日 /3 日 /5 日 /  
猫空ロープウェー 1 日券 

NT$180/310/440/700/350 元

12 の素敵な観光地＋交通機関乗り放
題の「無限周遊カード」、交通機関
乗り放題の「観光スポット周遊カー
ド」、「交通周遊カード」の 3 種類。
有効期限内に台北市と新北市、基隆市
を思う存分遊ぶことができます。

北北基おもしろカード：

観光スポット周遊カード
2 日 /3 日 /4 日券 

NT$650/850/1,050 元

北北基おもしろカード

旅のインフォメーション

交通部観光局 24 時間対応、無料の旅行情報ホットライン :  0800-011-765
外国人在台生活相談 : 0800-024-111
台北市民ホットライン : 1999（市外 02-2720-8889）
台北トラベルネット : www.travel.taipei/ja  
( 中、英、日、韓、タイ語、インドネシア語、ベトナム語、スペイン語による市内観光情報 )

各交通機関や施設の営業時間については、利用前に HP などでご確認ください。

台北市ダブルデク観光バス
TEL: (02)8791-6557 EXT. 30






